
足元に眠る
遠い普のロマン
「この公閣はケヤキ並木やカパンの藤など多くの木や草花

.唱"
があるので、捗いていると気分がいいですね。礎石や塔の跡

を眺めていると、速い昔のロマンを感じます」と久保田さん

(左下写真)。

信濃国分寺史跡公聞は、今から1.260年ほど前の天平13年
ゐζ 企@。

(741年)、聖武天皇の詔により諸国に建立された国分寺の遺

跡です。「良い場所を選んで寺を建てよ」と白認に従って、

信ill国ではこの上回の地が選ばれたのです。創建当時は大き

な建物が並ぶ立派なお寺でしたが、その後、現在白国分寺

(八日堂)由敷地に移転したため、この場所はしだいに土の

中に埋もれ、長い間1、水田や畢畑の下に眠っていました。現

在の史跡公園は、昭和38年から昭和46年にかけて発掘調査し、

麓備を行ったものです。

10月からは、 3C年ぶりの本格的な発掘調査が始まりました。

久揖田和江さん(左・国十分) 今回は国道18号の北側の一角を調査して、寺田敷地の広がり

尾沢正江主ん(右・下堀) を確認する作業が進んでいます。久保田さんといっしょにこ

白調査に書加している尾沢さんは、 「どんな発見ができるか、

毎日が事しみですよ」と熔しそうにお話くださいました。

しなの鉄道・信浪国分寺駅が開業して、史跡公国周辺への

アクセスがたいへん便利になりました。今年は、八日宜縁日

している信酒国分寺跡の現地説明会

2月21自国午桂 1時四分から行います(雨天町場合は翌日

の同じ時間)。豪のかたは信謹国分寺量料館駐車場へどうぞ。

上田市 ・丸子町 ・真田町 ・武石村任意合併協議会12月24日l:kIに設立 構しく1.2・3ページ多照).

-上田市役所(C22・4100)
L園25・41叩)

・市政鐘冨亀高(c25・2539)
・市政提言FAX(個23-5111)
・市政提言慢子メール
m'Y町@city.ueda.nagano，jp

・イJタネント上国市のホムベン

U剛Lhttp://''I-MWClþ{.ω伽m刷~O.)ß
〈広報ほか市政情綴掲蹴)
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ー
地
犠
住
民
の
皆
さ
ん
に
、

新
市
の
将
来
構
想
・
行
政
サ
ー
ビ
ス
・
住
民
負
担
な
ど
、

合
併
の
是
非
を
判
断
い
た
だ
く
情

報
を
握
供
す
る
た
め
|

麿冨
上

田

市

丸

子

町

真

田

町

武

石

村

任
意
合
併
協
議
会
を
設
立
し
ま
す

• 

• 

• 

任
意
合
併
協
積
会
股
立
準
備
会
か
ら

任
意
合
併
協
積
会
(
※
1
)

ヘ
移
行
し
ま
す

武石村中央公民睡で行われた車3回世立準備金

日
月
四
日

ω、
武
石
村
中
央
公
民

館
で
、
上
田
市
・
丸
子
町

・
真
田
町
・

武
石
村
の

4
市
町
村
に
よ
る
第

3
回

任
意
合
俳
協
議
会
設
立
準
備
会
を
開

催
し
、
任
意
合
併
協
議
会
設
立
に
向

け
た
最
終
的
な
協
議

・
確
認
を
行
い

ま
し
た
。

準
備
会
で
は
、

任
意
合
併
協
語
会

股
置
古
車
間
印
式
と
第
1
固
任
意
合

併
協
限
会
を
、
四
月
例
日
仰
午
前
山

時
か
ら
上
回
創
造
館
で
開
備
す
る
こ

【これまでの経過1
・8月19日四[上図合同庁舎]
上回市・丸子町 ・真包町3市町合同配者会見

.8月20臼出 Iよ図市役所]

3市町合併懇談会開催.信し合いがスタート.8月初日幽

3市町による周辺町村への怠加岬びかけ
.9月9日四
武石村 3市町に髭し合いへの惨加申し込み

.9月10包出[よ田市役所]
3市町、武石村の'*'し込みの受け入れ決定
上国市・丸子町 ・翼団町・武石村4市町村合

同記者会見

.9月24包出 f九字町役犠]
4市町村任意合併協織会股立温備会設置の調

印

第 1国任意合併飽務会股立溝備会

."月9日制[莫岡町役渇]
第 2@笹窓会併也S議会股立事備会

・11月19日出[武石村中央公民鑓]

驚 3@任恵合併飽織金股立準備会

I今後の予定1・12月24臼叫比国創造館文化ホール]
4市町村佳意合併也被会役富合意網印式

篤 1固4市町村任意合併鏑蛾会

C 

と
を
確
認
し
、
協
議
会
の
進
め
方
・

提
案
事
項

・
新
市
将
来
構
想
策
定
委

員
会
由
設
置
な
ど
に
つ
い
て
協
議
し

ま
し
た
。

ま
た
、
第
l
回
任
意
合
併
協
議
会

開
催
後
、

4
市
町
村
長
か
ら
県
知
事

に
合
併
量
点
支
援
地
域
(
来

2
)
指

定
の
要
望
や
職
以
の
派
遣
な
ど
、
い
っ

そ
う
白
協
力
を
聾
摘
し
て
い
く
こ
と

を
確
認
し
ま
し
た
。

任
意
合
併
協
犠
舎
で
は
、
合
併
の

是
非
を
住
民
の
皆
さ
ん
に
判
断
い
た

だ
く
材
料
を
提
供
す
る
た
め
、
合
併

の
方
式

・
斬
市
の
名
称
な
ど
の
基
本

的
事
項
か
ら
各
種
事
務
・
事
聾
(
約
2

0
0
0項
目
)
の
取
り
扱
い
ま
で
自

主
な
お
項
目
を
は
じ
め
、
合
併
に
附

す
る
あ
ら
ゆ
る
事
項
を
協
議
し
ま
す
。

ま
た
、
附
属
償
問
と
し
て
新
市
将

来
構
想
輩
定
委
貝
金
を
設
世
L
、
合

酔
桂
の
将
来
構
想
聾
定
に
関
す
る
必

要
な
調
査

・
検
討
、
構
想
の
作
成
に

着
手
し
ま
す
。

[2) 

E重重亙盃E
任意合併協踊会の世劃(※1)

市町村が合併しようとする場吉、古併特例j査

などに基づき関時市町村議会の議決を経た「法

定j古併協瞳会を設置し、根幹的E新市建股計

画の策定、その他吉酔に関する協臓を行います。

これに対し、「任意J合併協損金l季、法曹に晴

られない文字どおり「在意」ですから、協議内

容や範囲が決まっていません。また、古僻の枠

組みが訣定したわけでもありません。それだけ

に幅広く研究できるメリットがあり、住民自皆

さんの意向確冨作業が必要となります。「法定J

協議会への轄行は、平成15年末ごろを想定して

Eり、今陸、協車内容も吉め市民の皆さんへの

情報提供1:罫めていきます。

合併量点主橿地場 (※ 2)

合世協議会の設置など、合併に向けた楠置の

盛り上がりのある地域に対し、市町村長由要摘

で県が指定します。指定を畳けると国 ・県から

合併推進に対する財政的、人的支揮が畳けられ

ます。 11月末現在、近隣でI~軍部町 ・ 北御牧村
など県下で 7地域が指定を畳11ています。

74.72.76 

ーーーーーーーーーー-f 任意合併協議会 1 
1設立に向けて 1 

i準備会で ! 
確認された事項 i 
[第1回準価会1 I 
・設立時朗、股軍要綱(案)、 規約 1

(軍)‘ 直営方針(軍}、 費用負担 .

割合(耳目‘ 書民項目(案)、輯睡 2
規定{軍) : 

[第2回準個室1 ! 
.想定される主な協櫨項目、幹事 目

会理定、専門部会規定、 事務局 l
璃定、平成14年度司修業計画・歳 l
入続出予算(軍)、 事務事業調整 l
方針(軍)、業務聾託業者遭定等 l
聾員会股置要綱(軍) 目

[車3固事情会1 i 
・由擁会並置古憲調印式および第 :

1回世軍合併協蹟会の日程・向 t

t 容ほか E 

-ーーーーーーーーー'

住
民
の
悦
占
を
大
切
に
し
な
が
ら

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
や
住
民
自
治

田
充
実
を
図
る
た
め
、
合
併
陸
自

ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ジ
卜
を
生
か
し
な

が
ら
、
各
市
町
村
が
積
み
重
ね
て

き
た
ま
ち
づ
く
り
の
歴
史
・
文
化
・

特
性
に
配
慮
し
た
地
域
由

一
体
的

な
発
展
に
努
め
る
分
権
型
合
砕
を

4
市
町
村
が
吹
田
事
項
を
踏
ま
え
、

任
意
合
酔
協
議
舎
の
設
置
に
合
意
す

る
予
定
で
す
。

①
新
市
に
お
い
て
旧
市
町
村
ご
と
の

特
色
が
最
大
限
発
揮
で
き
る
よ
う
、

乙



検
肘
す
る
。

②
合
併
の
方
式
は
協
議
会
の
早
い
段

階
で
決
定
す
る
。

@
近
隣
町
村
か
ら
こ
の
協
議
会
へ
の

書
加
申
し
入
れ
が
あ
っ
た
場
合
は
、

こ
こ
に
挙
げ
た

6
つ
白
確
認
事
項

と
、
申
し
入
れ
時
宜
で
鯛
堕
さ
れ

て
い
る
協
犠
結
果
を
車
置
す
る
こ

と
を
前
提
に
、
速
や
か
に

4
市
町

村
長
に
よ
る
協
績
を
行
い
意
思
決

定
す
る
。

④
新
市
で
の
自
治
能
力
向
上
の
た
め
、

4
市
町
村
は
健
全
財
政
を
堅
持
す

る
も
の
と
す
る
ロ

⑤
厳
し
い
財
政
状
況
白
折
、
引
き
続

き
行
政
の
効
率
化
に
努
め
、
合
併

前
も
そ
れ
ぞ
れ
行
政
改
革
を
進
め
、

職
貝
数
の
増
加

・
職
員
給
料
の
増

額
は
行
わ
な
い
。

⑥
新
規
大
型
事
業
は
、
新
市
白
建
設

を
総
合
的

・
効
果
的
に
推
進
す
る

た
め
、
新
市
建
設
計
画
に
位
置
付

け
る
。
合
併
前
に
岩
手
町
必
要
が

を
の
る
箱
物
な
ど
の
雄
投
な
ど
は
、

4
市
町
村
で
協
織
す
る
。

第
1
回

任
意
合
併
協

町会

で
の
協
議
事
項
ほ

次
回
事
項
に
つ
い
て
協
議
す
る
予

定
で
す
が
、
う
ち
合
酔
白
方
式
は
、

今
桂
の
協
議
白
方
向
を
位
世
付
け
る

最
も
基
本
的
な
項
目
で
す
。

①
任
意
合
併
協
織
金
盟
約

3 

②
準
備
金
で
確
認
さ
れ
て
い
る
事
項

③
新
市
将
来
構
想
買
定
委
良
会
設
置

要
綱
側

@
平
成
凶
年
度
、
51年
度
事
章
計
画

・

歳
入
歳
出
予
算
働

⑤
今
後
、
任
意
合
併
協
構
会
で
協
犠

す
る
事
項

⑥
協
級
事
項
目
具
体
的
な
潤
担
方
針

⑦
合
併
の
方
式

⑧
県
へ
白
合
併
重
点
主
銀
地
域
指
定

市
制
に
つ
い
て

⑨
県
へ
の
協
力
要
請

・
県
職
員
派
遣

要
輔
副
に
つ
い
て

⑪
餌

2
回
任
意
合
師
協
議
会
開
催
時

期
と
提
案
予
定
事
項

協
機
会
は
公
開
で
開
値
し
‘

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ぎ
た
、
協
慢
の
内
容
は
随
時
、
協

調
会
だ
よ
り

・
各
市
町
村
広
報

・
協

議
会
ホ
ム
ベ
l
ジ
等
で
住
民
自
皆

さ
ん
に
お
知
ら
ぜ
し
、
電
子
メ
ー
ル

等
に
よ
り
、
ご
意
見

E
ど
を
伺
い
な

が
ら
量
め
ま
す
。

富

新
市
将
来
構
想

策
定
委
員
会
J

の
役
割
は

新
市
将
来
情
想
策
定
委
員
会
で
は
、

合
併
桂
の
新
市
の
将
来
由
発
展
に
向

け
た
、
よ
り
よ
い
ま
ち
づ
く
り
の
た

め
の
構
想
を
定
め
ま
す
。

新
市
将
来
梅
恕
は
、
地
域
住
民
白

皆
さ
ん
に
、
合
辞
し
た
場
合
の
新
し

い
市
の
将
来
憧

・
ビ
ジ
ョ
ン
を
示
す

こ
と
に
よ
っ
て
、
合
併
の
是
非
を
判

断
い
た
だ
く
材
料
に
な
る
と
同
時
に
、

新
市
が
発
足
し
た
場
合
の
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
に
も
な
り
ま
す
。

委
員
会
で
は
、
構
想
策
定
に
あ
た

り
関
係
市
町
村
の
特
色
の
う
ち
守
る

べ
き
も
白

・
仲
ぱ
す
も
の
な
ど
、
そ

れ
ぞ
れ
の
特
色
や
歴
史
的
背
量
を
生

か
し
あ
い
な
が
ら
、
活
力
あ
る
自
立

し
た
地
域
と
し
て

一
体
的
発
展
に
つ

な
が
る
よ
う
な
方
向
を
検
討
し
ま
す
。

ま
た
、
地
方
分
権
時
代
に
お
け
る

住
民
自
治
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
あ
り

方
と
行
政
と
回
開
峰
、
さ
ら
に
広
域

的
な
地
域
づ
く
り
由
基
本
方
針
と
閲

郁
市
町
村
区
域
の
地
峨
づ
〈
り
方
針

な
ど
白
議
論
が
想
定
さ
れ
ま
す
。

住
民
の
皆
さ
ん
t

I
l
l
i
-
-

主
体
的
に
か
か
か

P

¥

時
守
骸
旅
緯
丹
田
S
昨
侭
〉
E
b
一
-
司
4

且
凶

ru
thmhr

4
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新
市
将
来
構
想
白
作
成
は
策
定
霊

H
H
舎
を
中
心
に
進
め
ま
す
が
、
内
容

は
随
時
、
協
積
金
だ
よ
り
・
ホ

l
ム

ベ
l
ジ
な
ど
で
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ

し
、
ご
宜
且
な
ど
を
で
き
る
限
り
反

映
さ
せ
な
が
ら
策
定
を
進
め
て
い
き

ま
す
。

ま
た
、
最
終
的
に
で
き
あ
が
っ
た

構
想
は
、
説
明
会
な
ど
で
お
知
ら
せ

し
、
皆
さ
ん
に
ム
ロ
酔
の
是
非
を
判
断

い
た
だ
く
材
料
町
一

つ
と
な
り
ま
す
。

策
定
蚕
民
は
住
民
の
皆
さ
ん
に
お

願
い
し
、

4
市
町
村
か
ら
有
機
者
の

ほ
か
、
女
性

・
自
治
会

・
各
分
野
団

体
等
代
去
の
か
た
(
合
計
叫
名
以
内
)

を
選
定
さ
せ
て
い
た
だ
く
予
定
で
す
。

ま
た
、
幅
広
く
市
民
白
皆
さ
ん
に

書
画
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
に
、

市
で
は
策
定
蚕
貝
を
公
募
し
ま
す
。

新
し
い
ま
ち
の
将
来
を
い
っ
し
ょ
に

考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

お
お
ぜ
い
の
皆
さ
ん
の
応
募
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

新市将来構想策定委員会の委員を公募します/
O応募資格 市内に在住する20歳以上の力、た

。募集人員 2名
。任 期 平成15年 2月-10月(予定)
。応募方法 所定の申込書に「私の考える新市の将来J(8∞字程度 ・書式自由)と題した

レポートを添えて、合併推進室(市役所南ff舎 5階)に直接お持ちいただく
か郵送で提出、またはメ jレ(アドレス gappei@city.ue由円agano.jp) によ

り送付してください。
申込書は、総合案内窓口(市役所本庁古 1階)、各支所にあります。

また、合併推進室のホ ムベ ジ力、らもダウンロードできます。

申込書を郵送いただく場合は、下記までお願いします。

畢 386-8601上田市大手一丁目11番16号上田市合併推進室

。締め切り 来年 1月15日嗣

。選考方法 レポ トと面接により決定させていただきます。

。問い合わせ 詳しくは合併推進室(置21・0123)までE尋ねください。

-市町村吉併に関するご意見 ・ζ質問、任意合併協議会の檀聴に関するお問い合わせは古併推進

室戸。

また、合併推進室では古併についての出前講座を随時行っています。人散を問わず、説明に伺

います。括責軽にE申し込みください [..21・0123(直通)か、 ..22・41凹困1207・1208/園25・41凹

/E-mail:gappe岨citv.ueda.nagano.jp]。

14.12.16 [3] 



円
月
間
目
、
よ
田
市
行
政
改
革
推
進
委
員
会
(
岡
本
弘
会
長
・
委
員

7
名
)
か
ら
、
こ
れ
か
ら
の
行
政
改
革
の
方
針
を
示
し
た
「
上
田
市
行

政
改
革
大
綱
の
策
定
に
つ
い
て
」
の
答
申
が
市
長
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

市
で
は
こ
の
答
申
内
容
を
尊
重
し
、
新
た
な
「
上
田
市
行
政
改
革
大

綱」

を
策
定
す
る
と
と
も
に
、
平
成
句
年
度
か
ら
の
具
体
的
な
取
組
内

容
を
今
後
検
討
し
、
い
っ
そ
う
の
行
政
改
革
を
縫
進
し
て
い
き
ま
す
。

答
申
の
特
徴

行
政
改
革
推
進
委
員
会
で
は
、
今

年
7
月
か
ら

5
回
目
審
議
を
行
い
、

費
用
対
効
果
を
重
視
し
た
行
財
政
連

官
、
組
織
や
職
貝
体
制
の
艶
備
、
情

報
技
荷
申
活
用
な
ど
多
方
而
に
わ
た

り
ご
意
且
を
い
た
だ
き
ま
し
た
ロ

そ
の
中
で
、
多
く
白
委
員
の
か
た

か
ら

一
貫
し
て
指
摘
さ
れ
た
の
は
、

「
行
政
は
も
ち
ろ
ん
市
民
の
皆
吉
ん

に
も
役
割
と
責
任
を
限
強
し
て
い
た

だ
き
、
積
種
的
に
ま
ち
づ
く
り
に
書

加
す
る
な
ど
、
也
面
し
て
い
か
な
い

と
行
政
改
革
は
進
ま
な
い
」
と
い
う

こ
と
で
し
た
。

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
答
申
書
に

は
「
市
民
と
行
政
の
協
働
に
よ
る
行

政
改
革
白
推
進
」
と
い
う
サ
ブ
タ
イ

ト
ル
が
つ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

大
綱
の
内
容

(
抜
粋
)

市
で
は
答
申
内
容
を
臨
ま
え
、
基

本
方
針
と
3
つ
白
基
本
的
規
占

・
5

つ
の
重
点
事
項
か
ら
な
る
大
綱
を
策

定
し
ま
し
た
。

基
本
方
針

市
で
は
、
平
成
日
年
に
策
定
し
た

行
政
改
革
大
綱
に
基
づ
き
、
情
報
公

開
制
度
の
創
設
な
ど
に
よ
る
行
政
の

遺
明
性
の
確
保
、
組
織
数
・
職
員
数

白
削
減
、
施
設
や
事
務
事
業
由
民
問

委
託
、
情
報
化
に
よ
る
市
民
サ
ー
ビ

ス
白
向
上
な
ど
、

行
政
改
革
の
取
組

(諸

1
)
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
最
近
の
社
会
経
済
情
勢

や
自
治
体
を
取
り
巻
く
現
境
は
、
予

想
を
は
る
か
に
上
回
る
速
さ
で
変
化

し
、
国
で
は
電
子
自
治
体
の
構
接

ぐ

(策

2
)
や
公
務
貝
制
度
、
地
方
交

付
税
制
度
申
且
直
し
な
ど
が
進
め
ら

れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
地
方
分
権
一
括
法

(諜
3
)

が
施
行
さ
れ
、
地
方
自
治
体
に
は
今

ま
で
以
上
に
自
己
決
定
と
自
己
貸
任

に
基
づ
く
市
政
運
営
が
求
め
ら
れ
、

市
職
且
由
意
識
改
革
や
効
率
的
で
質

の
高
い
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
は
も

ち
ろ
ん
、
市
民
も
行
政
に
関
心
を
持

っ
と
同
時
に
役
割
と
責
任
を
認
識
し
、

積
極
的
に
ま
ち
づ
く
り
に
書
画
す
る

こ
と
が
理
聾
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に

適
切
に
対
応
す
る
と
同
時
に
、
健
全

財
政
に
配
慮
し
な
が
ら
平
成
時
年
度

に
策
定
し
た
第
三
次
上
田
市
総
合
計

画
桂
期
基
本
計
画
を
晴
突
に
推
進
す

る
た
め
に
は
、
再
度
、
行
財
政
運
官

の
あ
り
方
全
般
を
見
直
す
必
要
が
あ

り
ま
す
。

そ
こ
で
、
新
た
な
改
革
に
お
け
る

基
本
的
視
市
と
重
占
事
項
を
定
め
た

大
掴
を
策
定
し
、
い
う
そ
う
由
行
政

改
革
の
取
組
を
進
め
ま
す
。

な
お
、
現
在
進
め
ら
れ
て
い
る
市

町
村
合
酔
に
向
け
た
取
組
で
も
、
大

綱
田
趣
旨
を
じ
ゅ
う
ぶ
ん
踏
ま
え
て

対
応
し
て
い
き
ま
す
。

行
政
改
革
推
進
の

3
つ
の
基
本
的
視
点

需
に
次
の
3
点
を
企
頭
に
世
い
て
、

行
政
改
革
を
推
進
し
ま
す
。

)
生
活
者
起
点

(※

4
)
を

(
基
本
と
し
た
ま
ち
づ
く
り

ヘJ
効
率
的
で
市
民
満
足
度
の

(
高
い
行
財
政
運
営

)
新
し
い
時
代
に
対
応
し
た

(
行
政
体
制
の
整
備

行
政
改
革

5
つ
の
重
点
事
項

基
本
的
刷
出
向
を
踏
ま
一え
、
改
の

5

白
の
改
革
に
取
り
組
み
ま
す
。

市
民
と
行
政
の

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
確
立

南
民
ニ
l
文
句
的
砲
な
杷
撞

多
様
化
・
高
度
化
・
増
大
す
る
ニ
1

1
を
的
確
に
把
握
す
る
た
め
、
広
く

市
民
自
意
見
を
受
け
付
け
る
健
全
を

確
保
し
な
が
ら
、
そ
の
反
映
に
努
め

ま
す
。
ま
た
、
市
民
と
の
協
働
の
拡

充
に
向
け
、
市
民
一
一

1
1
を
把
握
す

る
新
し
い
手
法
に
つ
い
て
も
導
入
を

図
り
ま
す
。

t 

生活者起点 (来 4)... r寄10られる声を大切にし‘市民の立場

に立つことJ、「市民の皆さんが自主的に市政に多画して市民の

意志を政策決定の渇ヘ庄映していくこと」、「市民や各種田依の

皆さんと遵縛・協働しパートナ シップを槍築することムといっ

た市政運営の釜本的な聾勢を表す曾薬として使用しています。

N PO (※ 5 ) 福祉、環境、文{t，まちづくりなどのあらゆ

る分野における曽利を目的としない民団組欄。

成果を直視(※ 6) ここでは行政評価手滋の活用など、一定

の墨準に基づさ評価を行い判断していくことを意味します.

附属機関(※7) 闇盃、審査等を行うため市が役値する審査

会、奮強会などの機問。 よ田市行政政革推進委員会 ・岡本会畏
から市長に筈申書が手重吉れました.



市
民
多
面
シ
ス
テ
ム
の
構
築

行
政
が
行
う
こ
と
、
市
民
が
行
う

こ
と
を
明
確
に
し
な
が
ら
、
市
民

-

N
P
D
(接
5
)
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・

企
業

・
各
種
団
体
な
と
と
協
働
し
、

地
成
田
公
共
的
ニ

1
ズ
に
対
応
す
る

ン
ス
テ
ム
づ
く
り
を
進
め
ま
す
ロ

市
政
の
透
明
性
の

向
上
・

情
報
量
摺

i
T
(的
出
時
世
術
U

や
マ
ス
メ
デ
ィ

ア
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
伝
述
下
段

を
前
川
し
、
市
由
情
報
を
わ
か
り
や

す
く
積
極
的
に
発
伺
す
る
と
同
時
に
、

説
明
責
任
の
隣
保
に
努
め
る
な
ど
、

市
政
の
透
明
性
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

戚
携
を
震
視
(
謀
6
)

行
財
政
巡
営
の
雄
進

し
た

成
果
を
重
視
し
た

事
務
事
量
の
見
直
し

行
政
務
価
を
導
入
し
、

wv務
事
業

白
目
的
や
達
成
状
況
を
じ
?
っ
ぷ
ん

認
識
す
る
と
と
も
に
、
必
要
性
・
有

効
性

・
効
率
性
な
ど
の
評
価
多
行
い
、

所
期
白
目
的
を
造
成
し
た
も
白
や
業

務
量
が
減
少
し
た
も
の
は
廃
止
・
統

合
・縮
小
す
る
な
ど
、
成
果
重
視
自

制
田
山
か
ら
徹
底
し
た
事
務
引
栗
田
見

出
し
を
行
い
ま
す
。

民
間
通
力
の
活
用

事
務
明
監
に
つ
い
て
、
行
政
が
行

う
べ
き
か
ど
う
か
を
じ
ゅ
う
ぶ
ん
検

討
し
、
民
間
活
力
を
活
問
す
る
こ
と

で
経
費
節
減
や
市
民
サ
ピ
ス
の
向

上
な
ど
総
体
と
し
て
行
政
由
効
率
化

が
図
れ
る
も
の
は
、
民
間
聾
託

・
民

営
化
を
推
進
し
ま
す
。

な
お
、
民
間
委
託
な
ど
を
行
う
場

合
に
は
、
行
政
責
任
の
確
保
田
観
点

か
ら
内
容
や
有
効
性
を
精
査
し
、
効

果
の
検
証
な
ど
適
切
な
管
理
に
努
め

ま
す
。

財
政
の
憧
全
性
の
維
持

歳
入
に
つ
い
て
は
、
市
税
な
ど
の

収
納
串
の
向
上
を
悶
り
、
使
加
料
な

ど
に
つ
い
て
も
畳
益
者
負
担
の
適
正

化
を
推
進
し
、
自
主
財
狐
白
硝
叫
に

努
め
ま
す
。

ま
た
、
議
出
に
つ
い
て
は
、
続
出

的
経
費
の
抑
制

・
補
助
金
な
ど
の
務

理
合
理
化
を
進
め
、
必
要
性

・
有
効

性
な
ど
の
観
点
か
ら
事
業
を
選
択
し
、

予
算
の
厳
正
な
執
行
に
努
め
ま
す
。

財
政
連
世
田
健
全
化
を
図
り
、
市

民
に
わ
か
り
や
す
く
財
政
状
況
を
お

知
ら
せ
す
る
た
め
、
企
業
会
計
的
な

手
法
を
導
入
し
ま
す
。

広
岡
嶋
的
な
行
政
由
推
進

生
活
闇
白
広
域
化
や
さ
ま
ざ
ま
な

住
民
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
た
め
、
広

域
的
に
取
り
組
む

F

』
と
が
有
効
な
施

策
は
、
上
回
地
域
広
域
迎
合
や
周
辺

市
町
村
と
迎
携
し
推
進
を
関
り
ま
す
。

市
町
村
合
併
に
つ
い
て
は
、
効
串

的
な
行
政
由
推
進
や
行
政
指
盤
の
強

化
を
図
る
と
と
も
に
、
生
活
閣
の
拡

大
に
応
じ
た
地
域
づ
く
り
を
進
め
る

う
え
で
有
効
な
手
段
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
合
併
白
推
進
に
向
け
た
取
組
を

行
い
ま
す
。

機
能
的
な
組
織
・
機
構
の

編
成
、
定
員
の
適
正
化

法
人
目
健
全
運
営
と
行
政
と
の
機
能

分
坦
の
適
正
化
に
努
め
ま
す
。

--F臓一
民
の
怠
磯
改
革
、

一4
人
事
制
度
の
構
築

人
材
の
育
成

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

自
立
し
た
責
任
あ
る
行
政
運
営
を

推
進
す
る
た
め
に
は
、
職
n
H
の
能
力

開
発
意
欲
を
効
果
的
に
パ

y
ク
ア
y

プ
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
自

己
啓
発
型

・
実
践
型
白
研
植
を
実
施

し
、
民
間
企
業
と
の
交
流

・
職

μ従

来
由
活
性
化
な
ど
を
図
り
、
政
策
形

成
能
力
や
積
極
的
な
意
欲

・
行
動
力

を
持
つ
人
材
白
育
成
に
努
め
ま
す
。

ま
た
、
行
政
は
最
大
の
サ
!
ピ
ス

業
で
あ
る
と
い
う
認
識
に
立
ち
、
接

遇
マ
ナ
ー
や
業
務
知
識
な
ど
、
職
且

資
質
の
更
な
る
向
上
を
図
り
ま
す
。

人
事
制
度
目
見
直
し

職
只

一
人
ひ
と
り
の
能
力
が
い
っ

そ
う
畳
間
押
で
き
る
よ
う
適
材
適
所
の

配
置
に
努
め
る
と
と
も
に
、
能
力
や

実
績
が
適
正
に
評
価
・
反
映
さ
れ
る

人
耶
制
度
を
構
築
し
ま
す
。

桔
与
の
適
正
化

財
政
状
況
や
公
務
日
を
取
り
巻
く

環
境
を
踏
ま
え
鮪
手
吋
の
見
直
し
を

行
う
な
ど
、
い

っ
そ
う
給
与
の
適
正

化
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
能
力
や

実
績
の
評
価
が
適
正
に
反
映
さ
れ
る

給
与
体
系
へ
の
転
換
を
図
り
ま
す
。

柔
軟
で
揖
能
的
な

組
蝿
体
制
の
確
立

市
民
が
利
用
し
や
す
い
憲
口
体
制

や
わ
か
り
や
す
い
諜
名
な
ど
に
配
慮

し
、
行
政
課
題
や
市
民
ニ
ー
ズ
に
対

応
し
た
施
策
を
円
滑
に
運
行
で
き
る

よ
う
、
必
盟
な
組
織
機
構
由
見
副
し

を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
柔
軟
で
機
能
的
な
行
政
直

世
を
図
る
た
め
、
組
織
の
横
断
的
体

制
や
職
員
の
流
動
体
制
の
推
進
に
努

め
ま
す
。

附
属
機
関
(
出

7
)
に
つ
い
て
は
、

そ
の
必
要
性

・
活
動
状
況

・
類
似
性

な
ど
に
留
意
し
、
随
時
見
直
し
を
行

い
、
引
き
続
き
公
募
蚤
H
H
や
女
性
委

員
の
畳
用
に
努
め
ま
す
。

適
正
な
定
員
曹
理

最
安
の
職
只
散
で
効
串
的
な
行
政

皿
営
を
行
う
た
め
、
組
織
や
事
商
事

業
の
見
出
し

・
民
問
委
託

・
O
A化
・

』
常
勤
職
日
の
需
用
な
ど
に
よ
り
、

い
っ
そ
う
の
定
員
の
適
正
化
を
図
り

ま
す
。

公
社
草
ど
の
法
人
の
瞳
全
経
営
と

行
政
と
の
槽
能
分
担

H
金
経
済
情
勢
の
変
化
、
法
人
の

設
立
目
的
や
活
動
状
況
な
ど
を
踏
ま

え
、
公
社
等
白
あ
り
万
を
検
討
し
、

E歪fOr;MI
行政改革の取組{※り 13年度の取組状況手 広報うえだ 5

月1日号をご覧ください。上田市ホームベージの広穏パックナ

ンバーでもご覧いただけます。

電子自治体の構簸 01<2 ) 置の高い行政ザ ピスの鍵供や事

務処理の簡素効'"化などを目的に自治体で情緑化の錨策を推

進すること。

地方分宿一括法{※ 3) 正式名祢{彦、「地方分権の推進を回る

ための聞係滋得の益備等に関する法律」。中失集権型行政システ

ムを地方分後聖に転幾するため 必要な改正をした法律で、平

成12年 4月に施持。

情
報
技
術
を
駆
値
し
た

電
子
自
治
体
の
縞
築

O
A樺
器
の
導
入
に
よ
る

聾
務
の
効
率
化

I
T

(情
報
技
術
)
の
進
展
に
適

切
に
対
応
し
て
、
情
報
の
保
謹
や
費

用
対
効
果
に
留
置
し
な
が
ら
必
要
な

O
A機
器
を
導
入
し
、
聾
唖
の
効
率

化
・
迅
速
化
を
図
り
ま
す
。

高
度
情
報
通
信
世
情
の
活
用
に

よ
る
行
肱
サ
ビ
ス
の
向
上

市
民
が
求
め
る
サ
ー
ビ
ス
を
慎
重

に
見
極
め
、
来
庁
負
担
の
軽
減
な
ど
、

利
恒
性
に
配
慮
し
た
高
度
情
報
通
信

技
術
の
活
用
を
図
り
、
行
政
サ
ー
ビ

ス
の
向
上
に
努
め
ま
す
。

14.12.16 [5J 



直g
L万.
直子l
直家

i簿
市
で
は
、
皆
さ
ん
に
財
政
拭
涯
を
理
解
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
毎
年
度
上
半
期
と
下
半
期
の
2
回
、
定
期
的
に
内
容
を
お
知

ら
ゼ
し
て
い
ま
す
.
今
回
は
、
平
成
同
年
度
上
半
期
の
会
計
別
岨
支
状
況
、
地
方
債
現
在
高
、
市
有
財
産
、
一
時
惜
入
金
の
状

置
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
(
平
成
同
年

g
月
初
日
現
在
。
1
万
円
未
溺
は
四
捨
五
入
し
て
あ
り
ま
す
)
@

予Il現額 447億2.487万円

契約済額 249憧4，226万円

執 行 率 55.8% 

土木 費 93摺3，279万円 (49.2%)

民生 費 90値3.124万円 (50.1%)

公 債費 68惜7，481万円 (52.0%)

教 育費 55置3.159万円 (66.9%)

総 務 費 34憧4，204万円 (49.9%)

商 工 費 33憶4.583万円 (85.8%)

.. 体水産策費 27憧4.477万円 (52.8%)

衛 生 費 27慣3.982万円 (58.0%)

そ の 他 16檀8.198万円 (55.1%)

〆戸

予
置
再
現
割
に
対
す
る
収
入

車
と
敏
行
車
町
ヴ
ラ
フ

予算現額 447億2.487万円

|」l収収入入済車額
178偉 1.553万円

一 311.8% 

市 税 168憧6.683万円 (52.8%)

地方交付製 62置 499万円 (69.4%)

市 償 52慣1.740万円 (0.7%)

跨 収入 44憧3.499万円 (2.7%)

国庫支出金 38檀8.961万円(19.3%)

県支出金 18値2.222万円 (14.7%)

その 他 62値目，883万円 (54.6%)

f 

衛生債、農綜
木質、教育慣には、前年度
線館明書等賞縁起績を含む.

裟( )肉の敏字lま敏行摩
;8<何回 の.. 分'"宅約涜顕

一
週
噂

即
開

ι…

前
倉

…金

を

出

同
ゆ
催
眠

huι
…開

…

図
鑑
賞

、
温
情
動
肘・mm駒

市
盆
館

』

烈グラフ申の金額ぽ予.現額
出長( )肉の数字ぽ収入率
誤認ーー の部分は収入済額

ー-ー通園圃圃園畠晶越量歯菌薗圃圃園面訟"趨晶画・・
l低4.172万円151万円4館内

2.528万円

32悠8.924万円

1加9万円

2μ512万円

46位<l.26J万円

6.36J万円

2田5万円

側5万円

4.635万円

1.7ω万円

45依6.231万阿

5.841万円

23flt 

5鉛6万円

8J偉3.1“万円

4.938h'円

5.546万円

508万円

1 tl3.525万円

117悠

土 地 取 得 事業

塩図有線放送電髭
写 集

団民健康保険事業

交通災曹共演事業

福祉恵袋センタ一
事 業

老人保健事業

同和地区住宅新築
資金等貸付車業

駐車場事業

ItMMJ翠冨
5沿9億7.762方円

61億1.280万円

660傭9，042万円

般会計

特別会計

(合計〉

1.軍司
積立金 42健4.117万円

有価E券 1億2.029万円

出資による福利 11像7.611万円

土地 お1万1.992rr1'
建 物 33万5.590rr1'
山林 1911万6.854rrl
住 宅
(1敵地)
(建物)

6.460万円

市街地再開発事業

介讃保険事績 49鎗'8.672万円

合 計 276&8.892万円"健2.770万円 m偉9.450万円

輔自語開発問己"僻垂直師同 闘腕部i

11低'8.727万円

鈎低3.592万円

5.952:万円

2健9.089万円

15健6.057万円

lm3.407.万円

20/13.266万円23万6.511rri' 
Y方関8~

-~mÀtI1 

。万円

会 自十 名
収 入 主 出

予算現額 胴定額(li<1) 予策現額 契約済額

水道事業
~益的収支 (※ 2 ) 21億9，401万円 10憶1，776万円 21億7，005万円 10億 93万円

晦本的収支(※ 3) 7傭9.986万円 1億2，766万円 1自信6，332万円 11億6，887万円

公事共下水業道
収益的収支 29億 142万円 11億7，494万円 31億6，427万円 13憶8，186万円

資本的収支 70億6.449万円 4億5，211万円 自3億 1，219万円 6C億3，549万円

農排業水集事業落
収苗的収支 6億 104万円 1億4，447万円 7憶6.549万円 3億3.277万円

資本的収支 12億9，530万円 1億 835万円 13値5，472万円 8億8.754万円

産院事業
収益的収支 2億8国7万円 H1:3.671万円 2値8，887万円 H12.929万円

資本的担主 。万円 0万円 60方円 44万円

示"..個聞 喧， 圃 E 凶 判官『嘩'A'.量...._....， ~喝..全.. ~，‘， -

水資診良道本賞事的咽努難の支鍋公に温共隠暖下を水前含道年む司度医.療漣の険

[6] 14.12.16 

に用いられている絡般に係る企業債償還金などの収入支

出を示すもの.

， ， 



下

の
緩
み

「
年
末
の
交
通
安
全
運
動
」
が
、
今
月
刊
白
か
ら
同
幻
自
ま
で
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
年
末
年
始
に
か

け
て
は
、
飲
酒
す
る
機
会
も
書
く
な
り
、
飲
酒
運
転
に
よ
る
交
通
事
故
の
増
加
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

今
年
8
月
1
目
、
道
路
交
通
法
が
故
正
さ
れ
、
飲
酒
運
転
等
の
懇
寅
危
険
E
違
反
へ
の
罰
則
な
ど
が
厳

し
く
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
依
然
、
市
内
の
飲
酒
運
転
は
後
を
絶
た
牢
い
よ
う
で
す
。

そ
こ
で
、
こ
の
運
動
を
機
会
に
、
も
う
一
度
「
悪
質
危
険
な
運
転
等
の
罰
則
や
処
分
」
な
ど
に
つ
い
て
、

お
さ
ら
い
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

悪
質

・
危
険
な
運
転
者
へ
の
罰
則

と
違
反
点
数
が
、
こ
ん
な
に
厳
し
く

な
り
ま
し
た
(
左
韮
の
と
お
り
)。

酒
気
帯
び
運
転
で
も
、

i
年
以
下

白
懲
役
ま
た
は
泊
万
円
以
下
白
剤
金

が
課
せ
ら
れ
ま
す
。

次
に
、
交
通
事
故
を
起
こ
し
て
し

ま
っ
た
と
き
に
課
さ
れ
る
点
数

(遊

反
古
川
数
に
吏
に
加
え
ら
れ
る
点
数
/

左
表
白
と
お
り
)
と
、
そ
の
点
数
・

違
反
占
数
の
合
算
に
よ
り
課
さ
れ
る

行
政
処
分

(左
下
車
由
と
お
り
)
に

つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

過
去
3
年
以
内
に
停
止
処
分
の
前

歴
が
な
い
か
た
で
も
、
傷
害
事
故

(治
療
期
間
3
か
月
以
上
等
)
を
起

こ
し
て
し
ま
う
と
、
免
許
停
止
か
取

り
消
し
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
死
亡

事
故
の
場
合
は
、
免
許
白
取
り
消
し

一刺一山一町制の

一…
一般

一・
一醐

7

一
伽
崎

一
貫
さ

一rl
断

犠

死亡司匝紋

情書事故 • 得点

経 9点

-空通事食生で録される点数

に
な
る
可
能
性
が
極
め
て
高
く
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
。

_~C 

院， 免許の取り消し
免許の停止

欠格期間1年 欠格期間2年 欠格期間3牢 欠格期間B牢

前"，.し E点~ 14点 15点~24点 25点~34点 35点~44点 時点以上

1自 4点~9点 10点~19点 却点~29点 30点~39点 40点以上

2回 2点~4点 5点~14点 15点~24点 25点~34点 35点以上

3回以よ 2点または3点 4点~自点 1 日点~19点 20点~2自点 30点以上

れた点数による行政処分

議「欠叩 Jと1:，JltR-ro .. ')山間限ること…蜘ことです.
3長.需のR陵υ清い処分の...、直正I~J;り、欠婦問問自H・a・，..ら 5 f1!: l~~U置しています.

酒
酔
い
運
転

で
死
亡
事
故
を

起
こ
し
て
し
ま
っ

た
A
さ
ん
。
法

改
正
前
は
、
業

務
上
過
失
致
死

傷
罪
で

「
5
年

以
下
由
意
役
、

禁
鋪
ま
た
は
印

万
円
以
下
回
罰

金
」
で
し
た
。

し
か
し
、
昨
年
四
月
に
施
行
さ
れ
た
危
険

運
転
致
死
傷
罪
が
適
用
さ
れ
れ
ば
、

「
1
年
以

上
の
有
期
態
役
」
と
非
常
に
重
い
制
を
受
け

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
し
て
、

5
年
間
は

免
許
が
と
れ
ま
せ
ん
。

危
険
運
転
致
死
傷
罪
は
、
法
律
施
行
桂
1

年
を
迎
え
ま
す
が
、
県
下
で
も
凶
件
前
桂
の

事
故
に
適
用
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

Aさんには
乙んな罰が課せら

れます

⑥ 
7'  

飲酒運転は、主通事故を誘尭する原

因と怠るぱ1Jりで草〈、亘には 「ひ

き適げJ"'も誘尭し、舎や政書巴返し、

犯罪と詰ることも、再認節していEだ

きEいと患います。

飲酒壷転を草くすE晶、市民の皆さ

んのご協力をあ願いしま昔。

市内巴は、「飲ん"'-ら泊まってって『

運動J('泊3.000円-)を霞開中のビ

ジネスホテルもあります。

詳しくは、市管理課廿上田甚察署3l'

通課へあ尋ねください。

不明な点は‘

管理課!3C通対策担当(宮23・5129)
上図書察署交通課{含22・0110)
までお聞い吉わせください。

14.12.16 [ 7) 



に
ち
の
健
康
を
守
る

国
民
健
康
保
険

j
国
保
の
届
け
出
は
忘
れ
ず
に
・

保
険
税
は
期
限
内
に
納
め
ま
し
ょ
う
i

安
心
し
て
医
療
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
、
す
べ
て
の
人
が
国
民

健
康
保
険
(
国
保
)
や
会
社
の
健
康
保
険
な
ど
、
い
ず
れ
か
の
医

療
保
険
に
、
震
な
る
こ
と
な
く
、
切
れ
め
な
く
加
入
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

特
に
国
保
の
場
合
は
、
会
社
の
健
康
保
険
と
違
っ
て
、
加
入
や

脱
退
な
ど
各
種
手
続
き
を
各
自
の
責
任
で
行
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
の
で
、
忘
れ
ず
に
届
け
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
国
保
税
を
納
め
な
い
で
い
る
と
、
滞
納
分
の
保
険
税
を

ま
と
め
て
支
払
う
こ
と
に
な
っ
た
り
、
病
気
や
け
が
を
し
た
と
き

に
医
療
費
の
全
額
を
い
っ
た
ん
支
払
う
よ
う
に
な
り
ま
す
。
そ
の

と
き
困
る
の
は
、
あ
な
た
や
、
あ
な
た
の
家
族
で
す
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、
必
ず
期
限
内
に
保
険

税
を
納
め
ま
し
ょ
-コ
。

-
国
保
の
届
け
出
は
M
日
以
内
に

マ
会
社
な
ど
に
就
駿
し
た
り
、
退
職

し
た
場
合
の
届
け
出
は
、

H
日
以

内
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

マ
同
保
加
入
白
届
け
出
が
遅
れ
る
と
、

他
の
健
康
保
険
な
ど
を
脱
退
し
た

時
点
(最
高
3
年
)
ま
で
さ
か
申

ほ
っ
て
加
入
し
て
い
た
だ
く
こ
と

に
な
り
、
一
度
に
多
額
の
保
険
税

を
納
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
り

ま
す
。

マ
国
保
脱
退
白
手
続
き
が
遅
れ
、
貰

格
が
な
く
な
っ
た
陸
、
間
保
の
保

険
征
を
使
っ
て
お
医
者
さ
ん
に
か

か
勺
た
掛
合
は
、
国
保
で
負
担
し

た
医
療
費
を
返
還
し
て
い
た
だ
く

こ
と
に
な
り
ま
す
。

-
園
保
税
を
滞
納
す
る
と
?

マ
曹
促
を
畳
け
た
り
、
延
滞
金
が
加

算
さ
れ
ま
す
。

マ
災
害
等
白
特
別
な
事
情
が
な
い
の

(8) 

に
も
か
か
わ
ら
ず
納
期
限
か
ら

1

年
経
過
し
て
も
滞
納
を
続
け
て
い

る
と
、
被
保
険
者
販
の
返
還
を
求

め、

「世
保
険
者
賢
格
証
明
書
」

を
吏
付
し
ま
す
の
で
、
医
療
費
の

全
額
を
い

っ
た
ん
支
払
う
よ
う
に

な
り
ま
す
。

マ
災
害
等
白
特
別
な
事
情
が
な
い
に

も
か
か
わ
ら
ず
1
年
6
か
月
間
滞

納
を
続
け
て
い
る
と
、
保
険
給
付

を
差
し
止
め
ま
す
。

マ
更
に
滞
納
が
続
く
と
、
国
保
の
給

付
(
療
聾
費
、
高
額
療
聾
費
、
出

生
育
児

一
時
金
、
葬
祭
賞
な
ど
)

の
額
か
ら
滞
納
し
て
い
る
保
険
税

に
あ
て
ま
す
。

-
問
い
合
わ
せ

国
保
年
金
課

(
g
n
・5
1
1
8
)

⑥ 

，月@舗網鳳1~12月25目です.

忘れ守に納め曇しょ号 1

園保糊@舗付t草、便利で櫨興怠

口座掴・を"J周しましょう。

吉
岡
額
療
養
窟
巴
つ
い
と
教
交
と
/

医
療
貴
か
高
額
に
な
っ
て
し

っ
た
ん
で
す
か
、
お
金
か
戻
っ

て
く
る
っ
て
本
当
で
す
か
。

自
己
負
担
さ
れ
た
医
療
費
が

?

一高
額
な
と
き
、
申
請
し
て
留
め

a
h
dり
れ
れ
ば
、
決
め
ら
れ
た
限
度

額
を
超
え
た
八万
が
戻
っ
て
き
ま
す
。

私
は
入
院
し
て
い
た
の
で
す

が
、
支
払
っ
た
医
療
費
の
す
べ

て
が
対
量
に
止
り
ま
す
か
。

差
額
ベ
ッ
ド
や
入
院
自
責
事

は
、
保
険
診
療
外
な
の
で
対

に
な
り
ま
せ
ん
。

⑥ 

i
k
そ
う
で
す
か
、
残
意
で
す
。

相
似
そ
れ
で
は
、
ど
ん
な
場
合
が
対

F
b量
に
な
る
の
で
す
か
。

「

U

同
じ
人
が
同
じ
月
内
に
、
間

以

じ

医
療
機
関
で
支
払

っ
た
医
療

官

訓
慣
が
対
車
に
な
り
ま
す

(た
だ

し、

診
療
科
が
分
か
れ
て
い
る
場
合

は
、
そ
れ
ぞ
れ
別
計
算
)。

ま
た
、

入
院
と
外
来
は
別
に
計
算
さ
れ
ま
す
。

た
だ
し
、
老
人
保
健
の
か
た

(5

7

・
9
-m以
前
に
生
ま
れ
た
か
た
)

は
、
同
じ
月
内
に
支
払
っ
た
医
療
費

で
あ
れ
ば
す
べ
て
を
合
算
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
し
、
初
歳
か
ら
布
歳
ま

で
の
か
た
も
、
そ
れ
ぞ
れ
計
算
方
法

が
遣
い
ま
す
。
わ
か
ら
な
い
こ
と
は
、

国
保
年
金
課
へ
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

仁

私
の
場
合
は
相
歳
で
す
か
ら
、

院
と
桝
来
は
別
計
簿
に
牢
る

の
で
す
ね
。
で
は
、
限
度
額
は

ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
か
。

日

刊
歳
未
満
の
か
た
、
叩
i
H

M
当
歳
白
か
た
、
老
人
保
健
白
か
た

:
 

f
aに
よ
っ
て
限
度
額
が
変
わ
り
ま

す
。
ま
た
、
世
帯
白
収
入
ゃ
、
過
去

l
年
以
内
に
同
じ
世
帯
に
支
給
し
た

回
数
が
3
回
固
ま
で
か
そ
れ
以
上
か

に
よ
っ
て
も
限
度
額
は
変
わ
っ
て
き

ま
す
。
限
度
額
に
つ
い
て
は
、
広
報

う
え
だ
9
月
凶
日
号
ロ
ベ
1
ジ
で
も

掲
載
し
て
あ
り
ま
す
が
、

詳
し
〈
は

同
保
年
金
課
ま
で
お
時
ね
く
だ
さ
い。

14.12.16 

さ
っ
そ
く
連
絡
し
て
確
隠
し

一て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
と
こ

ろ
で
、
ど
こ
へ
申
締
し
た
ら
よ

い
の
で
す
か
。

日

ー
保
険
征
、
印
鑑
、
領
収
智
、

出

量
番
号
の
わ
か
る
も
の
毒
勺

4
aて
、
国
保
年
金
諜
か
近
く
の
支

所

(直
田

・
川
西
・
豊
殿
)
へ
申
輔副

し
て
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、
老
人
保

健
白
掛
合
は
領
収
容
は
要
り
ま
せ
ん

が
、
老
人
畳
給
者
証
が
必
要
に
な
り

ま
す
か
ら
、
忘
れ
な
い
よ
う
に
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
し
て
か
ら
支
給
ま
で
、

月
ぐ
ら
い
か
か
り
ま
す
。

2 
か



弓J

。

• 
くじ助成」で

ガクアジサイを植えました
10万本 (1万株)の背いガクアジサイを植え、 「塩悶城跡」

一帯を新しい観光の名所にしたいと、平成4年かり東前山自

柏会 「あじさい垂且金」の皆さんが値載を進めています。今

年も2剖O株のガクアジサイが敏えられました。この循殺は

醐自治魁合センタ の輔化推進コミュニティ助成事藁による

ものです

今年で目標の l万株が速成されたことから、部年行われて

いる 「あじさい祭り」に期待が高まります。

室
賀
温
泉
さ
さ
ら
の
湯
の

『
餅
っ
き
体
験
・
大
会
」
へ

霊
園R

温泉
ささ戸つ
の
渇
(
包れ
-
T
1
2
6
)

キ
ネ
と
ウ
ス
を
使

っ
た
、
昔
な
が

ら
の
餅
っ
き
体
験
を
し
て
み
ま
せ
ん

か
。
っ
き
た
て
白
お
餅
の
無
料
配
布

も
行
い
ま
す
。

た
く
さ
ん
の
皆
さ
ん
の
お
こ
し
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

マ
と
き

ロ
月
初
日
開
午
前
日
時

1
午
陸

1
時

マ
と
こ
ろ

室
賀
温

泉
さ
さ
ら
白
楊

マ
番
加
料

無
料

メ
デ
ィ
ア
ラ
ン
ド

U
E
D
A
へ

お
出
か
け
く
だ
さ
い

メディア一
一フンド
U
E
D
A
(官四・
2
0
0
0
)

-
誰
で
も
簡
単

/

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
入
門

マ
と
き

来
年
1
月
日
目
的
午
桂

l
時
羽
分
1
4時

マ
内
容

イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
白
紙
要
説
明
・
世
界
中

の
ホ
l
ム
ベ
l
ジ
検
量

マ
対
象

市役所代表電話
U22・4100
園25・4100

パ
ソ
コ
ン
初
心
者

マ
定
員

マ
受
講
料

1
5
0
0円

新
春
コ
ン
サ
ー
ト
ゅ
う
ゅ
う
講
座

「
あ
の
時
の
歌
を
ご
い
っ
し
ょ
に
」

市民
プ
ラ
ザ

ゅ
う
(g
U

2
9
8
8
)

マ
と
き

来
年

I
R
m日
幽
午
前

日
時
泊
分

1
正
午

マ
と
こ
ろ

市

民
プ
ラ
ザ
・
ゅ
う

マ
講
師

歌

山
崎
孝
義
さ
ん
、
ピ
ア
ノ

柳
沢
純

子
さ
ん

マ
定
員

先

岩

田

名

マ

参
加
料

1
0
0円
(
コ
ピ

1
代
等

と
し
て
)

マ
申
し
込
み

氾
語
で
、

市
民
プ
ラ
ザ
・
ゅ
う
へ

上
田
創
造
館

1
月
の
催
し

上
国
創
造
館
(
雷
同

'
1
1
1
)

(圃
H
4
1
0
0)

-
新
春
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
特
別
投
影

マ
と
き

来
年

1
月
4
日
出

1
同

8
日
脚
午
桂
l
時
却
八
万

1
・
3
時

1

(
l
日
2
回
投
影
)
。
た
だ
し
同
5
日

佃
は
、
午
前
日
時

1
・
午
佳

1
時
羽

分
3
・
3
時
1
(
l
日
3
回
投
影
)

マ
観
覧
料

大
人
2
6
0
円
、
高

校
生
以
上
の
学
生

2
1
0円
、
小

-

中
学
生
1
1
0円

16 
名

-
モ
ー
タ
ー
を
使
っ
た
工
作

マ
と
き

来
年
l
月
時
日
出
午
前

同
時

1
日
時
加
分

マ
定
員

先

着

別
名

マ
参
加
料

無
料

マ
申
し

込
み

来
年
l
月
四
日
間
ま
で
に
、

電
話
か

F
A
X
(氏
名

・
学
校
名
・

学
年
を
記
入
し
て
「
モ
ー
タ
ー
工
作

保
」
あ
て
へ
)
で

-
折
り
紙
教
室

マ
と
き

来
年
1
月
お
日
出
午
前

凶
時

1
正

午

マ

内
容

各
白
花
や

節
分
白
島
を
折
ろ
う

マ
参
加
料

3
0
0
円

・
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
で
冬
の
星
座
を

さ
が
そ
う

マ
と
き

来
年
1
月
お
目
的
午
前

ω時
E
U時

マ
内
容

冬
の
主
な

星
座
の
探
し
方
を
紹
介

-
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
の
投
影

マ
持
影
時
間

午
能
l
時
初
分

1
・

3
時
1
(
2
回
投
影
)
マ
内
容

冬
一
の
星
空
と
南
極

マ
そ
の
他

上

小
地
域
内
田
小
・
中
学
生
と
同
伴
白

保
護
者
は
無
料

-
視
聴
覚
室
衛
星
通
信

「
子
ど
も
放
送
局
」

マ
放
映
時
間

午
前
日
時
加
分
1

正
午

マ
入
場
料

無
料

-
体
育
館
の
利
用

マ
と
き

第
2
・
4
土
昭
日
午
前

9
時

i
午
佳
5
時

マ
そ
の
他

上

小
地
域
内
田
小

・
中
宇
生
と
同
伴
の

保
護
者
は
無
料

不
用
品
目
畳
録
に
つ
い
て
は
、

す
べ
て
無
料
の
も
の
の
み
で
す
の

で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
畳
録
期
間

は
3
か
月
で
す
。

マ
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
l
ト
マ
ベ

ビ
1
ク
l
ハ
ン
マ
ベ
ビ
l
ベ
ッ

ド
マ
ベ
ビ
!
パ
ス
マ
ベ
ビ
ー

カ

ー

マ

冷

蔵

庫

マ

一
輪
車

マ
ガ
ス
ス
ト
ー
ブ
(
都
市
ガ
ス
用
)

マ
ふ
ろ
が
ま
(
プ

ロ
パ
ノ
ガ
ス

用
)
マ
ガ
ス
オ
プ
ン
(
都
市

ガ
ス
用
)
マ
パ
イ
プ
ベ
ッ
ド

マ
ソ
フ
ァ
ー
マ
座
い
す
マ
回

転
い
す
マ
ソ
フ
ァ
ー
セ
ッ
ト

マ
リ
ヤ
カ
ー

マ
マ
マ
コ
!
ト
マ
子
ど
も
服

(凶

1
1
0
0
叩
)
マ
テ
レ
ビ

マ
ビ
デ
オ
マ
ワ
ー
プ
ロ
マ

こ
た
つ
マ
全
自
動
洗
泌
機

V

ガ
ス
レ
ン
ジ
(
都
市
ガ
ス
用
)

マ
湯
沸
し
機
(
都
市
ガ
ス
用
)

マ
ガ
ス
オ
ー
プ
ン
〔
プ
ロ
パ
ン
ガ

ス
周
〕
マ
サ
イ
ド
ボ
l
ド
マ

硬
式
パ
ッ
ト
マ
室
内
自
転
車

(
健
康
器
具
)
マ
犬
小
屋
マ

ミ
ン

ン

14.12.16 [9] 



上田市消防団音楽隊が更にグレードアップJ
上田市消防団では、昭和胡年に全国で3番目、県下で1.初めてとなる音楽障

を結成し、現在30名余で漬奏活動を行っています.

消防団音量隊l草、地域の皆さんとのコミュニケーション甚大切にし、防火の

啓尭や消防団活動の PRを繁華しています.

このたび、闘自治輯古センターの宝くじ普及広報事業園田助成により、車器

ティンパニー 2台を購入しました。

11月10日田には、車14図上田市消紡団音楽障定期置奏会が行われ、この楽器

ティンパニ も加由った迫力ある置奏をおおぜいのかたに楽しんでいただきま

した。

楽器匂持切由。2台を装備

お知6ttよ
田
市

聾
園
周
一
壷
公
事

-

循
低
価
眠
(
宮
田

E
S
-
-
3
0)

マ
応
募
資
格
市
内
在
住
の
却
歳

以
上
旬
歳
以
下
の
か
た
(
公
募
白
方

法
に
よ
り
審
議
会
へ
書
画
で
き
る
由

は
、
一
人
l
審
議
会
ま
で
)
マ
募

集
人
員

1
名

マ

応
募
方
法

所

定
回
申
込
書
(
福
祉
課
に
あ
り
ま
す
)

に
「
地
域
福
祉
の
課
題
と
地
境
住
民

白
関
わ
り
」
と
題
し
た
レ
ポ
ー
ト

(8
0
0字
以
内

・
瞥
式
自
由
)
を

添
え
て
、
稲
祉
献
に
提
出
マ
締
め

切

り

来

年

l
月

6
日

ω
マ
審
機

会
の
内
容
地
域
嗣
祉
の
推
進
に
閲

す
る
調
査

・
研
究
を
行
い
、
地
域
福

祉
計
画
の
策
定
に
書
簡
し
て
い
た
だ

き

ま

す

マ
任
期

上
田
市
地
域
編

祉
計
画
策
定
が
終
了
す
る
ま
で

(平

成
河
川
年
度
耐
)

マ
そ
の
他
レ
ポ
ー

ト
と
而
接
に
よ
り
決
定
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す

除
雷
対
歯
車
に

皆
吉
ん
の
ご
協
元
を
/

土
木
霞
(
曾
泊

-
E
'
2
8
)

今
年
も
、
宮
対
策
を
検
討
す
る
時

期
に
な
り
ま
し
た
。
降
雪
や
路
而
凍

。
書

結
時
、
的
磁
に
安
全
な
路
而
を
確
保

す
る
た
め
、
市
民
自
皆
さ
ん
の
こ
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

自
問
閏
刷
剛
悶
悶
悶
園
周

自
で
捕
れ
た
路
聞
は
、
気
槌
が
下

が
る
在
聞
か
ら
早
朝
に
か
け
て
凍
結

す
る
こ
と
が
あ
り
、
ス
リ
ッ
プ
に
よ

る
事
故
も
書
〈
発
生
し
ま
す
。
こ
の

た
め
、
道
路
を
管
理
す
る
国

・
県
・

市
町
村
で
は
、
冬
期
間
道
路
の
除
雪

や
凍
結
防
止
剤
白
散
布
作
業
を
実
施

し
ま
す
。

市
で
も
、
指
定
し
た
主
要
道
路
白

除
雪
や
凍
結
防
止
剤
の
散
布
(
塩
化

カ
ル
ン
ウ
ム
な
ど
)
を
行
い
ま
す
。

地
域
白
皆
さ
ん
に
は
、
地
区
内
の

道
路
や
通
学
路
・
歩
道
等
白
除
雪
を

お
願
い
し
ま
す
。

-
市
町
除
雪
と
曙
結
防
止
剤
散
布
の

委
任

作
業
は
、
指
定
し
た
主
要
道
路
と

峠
遣
を
中
心
に
、
除
雪
望
者
が
次
由

要
領
で
行
い
ま
す
。

な
お
、
除
雪
・
凍
結
防
止
剤
の
散

布
指
定
路
線
は
、
土
木
課
と
滋
聞

・

川
西
・
豊
殿
町
各
支
所
に
拘
示
し
て

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
上
田
市
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
白

で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

①
除
雪
作
業
は
、
通
常
幹
線
道
路

「
1
次
出
動
』
の
積
雪
が
叩
国

(
峠
道
で
は

5
岨
)
を
超
え
た
と

き
に
、
そ
の
つ
ど
出
動
し
ま
す
。

ま
た
、
引
き
続
き
降
雪
が
予
想

さ
れ
る
場
合
は
、
指
定
し
た
補
助

幹
線
道
路
「
2
次
出
動
』

ま
で
拡

大
し
て
出
動
し
ま
す
。

大
宮
の
時
は
平
坦
性
白
磁
保
を

措

一
に
考
え
、
現
場
を
確
認
の
う

え
状
況
に
応
じ
た
除
雪
作
業
を
行

い
ま
す
。

た
だ
し
、
雪
の
堆
揖
ス
ペ
ー
ス

白
限
ら
れ
る
狭
い
道
路
の
除
雪
は

で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
理
解
を
お
願

い
し
ま
す
。

②
凍
結
防
止
剤
の
散
布
作
章
は
、
路

面
が
凍
結
し
て
い
る
と
き
、
ま
た

凍
結
の
恐
れ
が
あ
る
と
き
に
出
動

し
ま
す
。

な
お
、
機
憾
の
管
理
上
、
指
定

以
外
白
路
線
を
散
布
す
る
場
合
も

あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
は
凍
結
防
止

剤
の
残
量
の
有
無
に
よ
る
も
の
で
、

そ
の
つ
ど
実
施
す
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
。
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

③
除
官
作
業
に
は
大
型
峰
崎
を
使
用

し
ま
す
白
で
、
路
上
駐
車
や
路
上

に
支
陣
と
な
る
物
を
置
か
な
い
よ

う
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

④
除
む
担
当
者
は
、
常
に
天
候
を
み

な
が
ら
出
動
車
簡
を
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
除
雪
や
凍
結
防
止
剤
を

散
布
す
る
運
転
手
七
割
の
通
勤
・

通
学
時
間
に
間
に
合
わ
せ
る
よ
う

努
力
し
て
い
ま
す
が
、
作
業
を
完

了
さ
せ
る
に
は
時
聞
が
か
か
り
ま

す
の
で
、
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま

す。

く

①
蔭
雷
の
要
望
に
対
し
行
政
で
で
き

る
こ
と
に
は
限
界
が
あ
り
ま
す
。

ど
う
し
て
私
必
説
明
、
、
る
み
の
怠

F

加
・

協
力
が
必
要
で
す
。

生
活
道
路
と
歩
近
等
由
除
雪
や

凍
結
肋
止
剤
由
散
布
に
つ
い
て
は
、

地
域
の
皆
さ
ん
や
自
治
会
で
お
願

い
し
ま
す
。

②
防
止
剤
は
自
治
会
を
通
じ
て
配
布

し
て
い
ま
す
。
必
要
な
場
合
は
、

土
木
課
応
急
工
事
係

(
E
n
・
2

1
3
4
)
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。-a宮

市

W
S君

"e

ヌ
6
1
ド
-ea唱
h
a

E
g
a
m量

eノ

今
年
中
に
建
物
白
全
部

・
一
部
を

取
り
撞
さ
れ
た
か
た
は
、
市
税
務
課

か
塩
田
・
川
西
・
畳
殿
の
各
支
所
に

備
え
付
け
の
「
取
り
壊
し
届
出
書
」

を
、
来
年
l
月
白
日
出
国
ま
で
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
こ
の
届
出
を
さ
れ
な
い
と
、

来
年
度
以
降
、
引
き
続
き
国
定
置
産

税
が
課
税
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

14.12.16 (10] 

.1月の粗大ごみ回収目
1月18自国…クリーンセンター駐車場
回収時聞は午前10時~正午.処理費用(実質)がかかります.



-聞い歯わ世
情報推進課
("23・8241)

上岡市公共施設案内・子鈎サービス
街頭iil車専による予約を-1擁置で停止
上田市公共施設室内・予約システム盟置の次回施設について、

来年2月1日より街頭端末 電話機パソコン通信・インター

ネットによる予約を都合により停止します。予約については名

施設窓口まで直接ご連結ください。

~股置施股西部公民館、上野が丘公民館、綾南公民館、塩岡

公民館、川西公民館、勤労背少年ホーム、市民プラザ・ゅう、

勤労者福祉センター、上国創造画

原
付
バ
イ
ク
・
軽
自
動
車
世
帯
の

量
録
に
異
動
は
あ
り
ま
せ
ん
か

市
融
務
醜
税
制
係
(
宮
田

・
5
'
'
5
)

星
野
県
自
軍
用
自
動
車
働
会
上
小
支
部

(
g
n
・1
8
7
5
}

軽
自
動
車
税
は
、
毎
年
、

4
月

1

日
現
在
の
車
両
の
所
有
者
に

1
年
分

が
課
税
さ
れ
ま
す
。

今
年
4
月
2
日
以
降
に
、
所
有
す

る
原
付
バ
イ
ク
、
四
輪
・

二
輸
の
軽

自
動
車
、
小
型
特
殊
自
動
車
に
、
廃

車
・
議
渡
・
市
外
へ
白
住
所
変
更
な

ど
の
異
動
が
あ
っ
た
か
た
は
、
ナ
ン

バ
ー
プ
レ
ー
ト
の
返
納
や
名
義
変
更

な
ど
の
手
続
き
が
必
要
で
す
。
早
め

に
手
続
き
を
済
ま
せ
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
手
続
き
の
内
容
に
よ
り
、

だ
(

一丸
(百

お
持
ち
い
た
だ
く
も
の
が
異
な
り
ま

す
の
で
、
事
前
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

-
手
続
き
窓
口

マ
原
付
パ
イ
ク

・
小
型
特
殊
自
動
車

市
税
務
課
税
制
幅

・
各
支
所

マ
四
輪

・
二
輪
白
軽
自
動
車
長
野

県
自
家
用
自
動
車
協
会
上
小
支
部

(
住
吉
町
番
地
)

ご
意
見
や
ご
提
案
を
伺
い
な
が
ら
実

施
し
て
い
き
た
い
と
考

J

え
て
い
ま
す
。

こ
の
交
差
点
改
良
事
業
白
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
と
ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙
を
、
長
野
国

道
ホ
ム
ベ

I
ジ

(y
z
u
¥
¥さ
老
若

r
C
E
-
-行
問

O
E
¥
3
2宮
口
O
¥
)

に
掲

載
し
て
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
市
都
市
計
画
課
と
塩
田
・

川
西

・
盟
殿
の
各
支
所
に
も
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
と
ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙
を
用
意

し
て
あ
り
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
の
ご

意
見
・
ご
能
案
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

中
小
企
業
退
聴
金
共
演

婚
貯
金
補
助
交
付
申
簡
を

商
工
隈

(
g
n

5
3
9
5
)

中
小
企
業
迫
職
金
共
済
制
度
と
特

定
業
種
退
職
金
共
済
制
度
は
、
回
目

援
助
を
畳
け
て
運
営
さ
れ
て
お
り
、

従
業
員
が
退
験
し
た
と
き
は
、
勤
労

者
退
職
金
共
演
機
構
か
ら
退
職
金
が

支
払
わ
れ
ま
す
。

市
で
は
、
こ
自
制
度
に
加
入
さ
れ

て
い
る
事
業
主
の
皆
さ
ん
に
、
新
規

加
入
者
の
掛
け
金
由

一
部
を
補
助
し

て
い
ま
す
。
該
当
さ
れ
る
場
合
は
、

次
に
よ
り
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

マ
対
象
者

平
成
日
年
2
月
以
降

新
規
加
入
し
た
従
業
員
の
掛
け
金
を

平
成

M
年

l
月
か
ら
ロ
月
ま
で
納
付

し
た
事
業
主
。
た
だ
し
、
特
定
業
種

退
職
金
共
済
制
度
に
つ
い
て
は
、
平

成
凶
年
4
月

l
日
以
降
に
勤
労
者
退

職
金
共
済
機
構
と
新
規
契
約
を
締
結

し
た
事
業
主

マ
申
情

来

年

1
月

6
日
開

i
同
初
日
仰
に
商
工
謀
へ

よ
海
尻
東
交
差
点
の
改
良
に

ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

国
土
交
逼
省
星
野
国
道
エ
.

.

 
務
所

(
S
0
2
6
・2
8
4
・7
0
0
6
)

間
引

4
凶
号
と
上
回
堰
城
バ
イ
パ
ス
・

上
田
バ
イ
パ
ス
が
交
差
す
る
、
上
塩

尻
車
交
差
占
の
交
差
占
改
良
事
業
を
、

住
民
や
道
路
利
用
者
の
か
た
か
ら
の

11月27日刷、市役所で 「うえだ百里士委日生」

(会長 ι京短足ん)の正副隊長10名の皆さんか

ら、母袋市長に市政に対する提言容が挺出され

ました。

こ白金は、委且自らが運営する組織として、

さまざまなテーマについて活発な議論をする中

から、市政運営に役立てるための提言を行うこ

と。また、これらの活動を過して市政に対する

市民事画意識を醸成していくことを目的として、

9月からスタートしました。

20代から70代までの105人目委員の皆さんが、

「しらせ隊Jrみつけ隊Jrつきあい隊Jrそだて

隊Jrいきいきいき隊」の5つの隊に分かれて、

多い隊では週 l回のペースで議論を重担、今回

目提言となりました。

提出された提言は、委員の皆さんのまちづく

りに対する熱L唱lいや願いがこめられたも白ば

かりで、観光に閲すること、公共施設由利用に

関すること、人材育成・ボランティアに閲する

ことなど身近なテーマを中心にf匹敵にわたって

います。

市長は提冨を受けた龍、正副隊長の皆さんと

活発な意見交換を行いました。

その中で、 2か月という短期間で提言という

形にまとめていただいたことに対し感謝すると

ともに、提言田中には市長が常々感じている想

いと相通ずる点も数多くあり、早急に検討して

可能なも四は市政に反映していきたいとの考え

を示しました。

.問い合わせ企画課 (C23・511幻 自

1月11日比ト酉友敬和庖‘首友三好町慮、Aコープコア塩図庖
1月18回世マツヤよ図インター庫、やおふくよ場唐
1月25目比ト y ャスコよ図腐、しおだ野シーツ ピングセンター

程固
Mの月レ

弘
前

ク

暗

闇

川

崎

制

サ

昨

古

川
一
昨
醐

工

噛

缶

ク
間

ι

戸
棚
叫

4
1
畑
町
官

自
陣

ウ

固

窓
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日
圃市誼所(塩田 ・川西 ・豊噛支所}

12月28自由から翌年 1月 5日間まで、市世所の重朝

は休みになります。

なお、戸鰭の開け出(出生 ・死亡など)は、市世所

描直(本庁舎西側入り 口)で担います。

また、自動交付機は、 12月31日出から翌年 l月3日

幽まで休止となります。

園水道修理

水道官の凍結などの水道事故は、水道故障当番目iへ

[当番胞がわからない場合は、市世所宿直室 <"22・410ω
へお問い合わせくださL、]。

・公共施陸軍円・予約システム

公共施設案内・予約システムは12月29日聞から翌4
1月 3日幽まで休止となります。

・畠施政の年末年始の休車日

皇旦ー主

市鹿および市鶴会機員の
あいさつ状lot出すことができません
法律事により、市民およびiIi瑠会璃且などの公

職にある青は、市民の帝さんに年賀状などの「あ

いさつ杭」を出すことができませんので、ご理解

くださるようお圃いします。ただし、市民の皆さ

んからいただいたものに対する自革による答礼の

ものは障かれます。

平成14年12月 J:.IU市長

上岡市描会

放
火
に
よ
る
火
災
が

湘
え
る
季
節
で
す

消
防
本
部
予
間
際
(
倉
田
・

0
0
2
9
)

「故
火
」
や

「放
火
の
疑
い
」
に

よ
る
火
災
は
、
平
成
凶
年
中
、
全
国

で
l
万
4
4
0
8件
(
全
火
災
の

n
・

7
%
)
発
生
し
、
昭
和
問
年
以
降
連

続
し
て
出
火
原
因
の
ト
ッ
プ
を
占
め

て
い
ま
す
。

ま
た
、
放
火
火
災
の
傾
向
と
し
て

は、

「冬
か
ら
春
先
」

・
「
夜
間
か

ら
明
け
方
」
に
か
け
て
多
く
発
生
し

て
い
ま
す
。

特
に
次
の
点
に
注
意
し
、

股
火
き

れ
な
い
環
境
づ
く
り
に
心
が
け
ま
し
ょ

O
 

-つ

イ
一一一生王茎;8

12月28日出-1月4日出
休館中、図・鎗への$の返却は、
正面・東口玄関入口の返却ポス
トヘ.

12月28自国-1月3日圃

12月28日出~同31日凶
1月1百回~問3日闘の営業ほ
午前10時~午後4時四分。

12月四日四-1月1日嗣(朝ぶ
ろのみ嘗難。午前6時-9崎)
1月2臼同~同3日闘の営業は
午前10跨~午後5崎(朝ぶろな
し). 1月17日闘は、趨時休業。

国・館
創造館分室

真図太平2白宮
博物館

山本県記念館、
償却国分寺資料館

アクアプラザよ図

-
建
物
に
対
す
る
対
策

①
通
物
の
周
囲
に
燃
え
や
す
い
物
を

放
置
せ
ず
に
、
き
ち
ん
と
片
づ
け

て
お
く
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

②
施
錠
管
理
を
き
ち
ん
と
行
い
、
外

部
か
ら
の
侵
入
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

照
明
器
具
(
セ
ン
サ
ー
付
外
灯
事
)

の
設
訟
に
よ
り
暗
が
り
を
な
く
し
、

政
火
さ
れ
な
い
環
境
づ
く
り
に
努

め
ま
し
ょ
う
。

-
車
両
に
対
す
る
対
策

①
不
用
意
に
車
を
放
置
し
な
い
よ
う

に
心
が
け
る
と
と
も
に
、
ボ
デ
ィ

カ
バ
ー
に
は
防
長
製
品
の
も
の
を

使
用
し
ま
し
ょ
う
。

②
車
両
の
施
錠
管
理
を
し
っ
か
り
行

い
ま
し
ょ
う
。

室賀遍泉ささらの濁

相染闇

12月 29日但 ~1 月 6 日開

12月初日開-1月4日出

12月29日嗣-1月3自由

児童館 ー児意センター

市民会館文化会館、
上回創造館

マルチメディア
情報センタ←、
市民プラザゅう

-
そ
の
他
の
対
策

①
夜
削
に
ゴ
ミ
を
放
置
し
な
い
な
ど
、

日
」
み
集
積
場
所
の
環
境
づ
く
り
を

地
域
ぐ
る
み
で
実
施
し
ま
し
ょ
っ
。

②
ご
み
は
、
指
定
さ
れ
た
掛
所

・
日

時
以
外
に
は
搬
出
し
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

ロ
月
の
介
種
保
険
料

納
期
限
は
お
自
で
す

高
齢
者
介
・

mm{g
n・
8
2
4
6
)

ロ
月
白
介
護
尿
険
料
の
納
期
限
は
、

お
日
闘
で
す
。

口
座
振
替
払
い
を
利
用
し
て
い
る

か
た
は
、
預
金
口
座
白
残
高
を
こ
確

認
く
だ
さ
い
。
納
付
書
で
納
め
て
い

る
か
た
は
、
納
期
限
ま
で
に
市
内
の

12月31日出-1月 18刷市民の森スケート場

12月31日出-1月28同午前大星斎場

14.12.16 [12] 

金
融
機
関
で
納
付
し
て
く
だ
さ
い
o

u月
は
、
納
期
限
が
ほ
か
の
月
と
異

な
る
の
で
、
納
め
忘
れ
が
な
い
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

※その他の施設の休業日は、市置所と同じになります。

!l i; 
平
成
時

-m年
度
に
市
が
購
入
す

る
物
品

・
役
務

・
業
務
委
託
と
、
市

出
発
注
す
る
建
設
工
事
・
建
設
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
業
務
白
人
札
(
見
積
)

に
書
加
を
希
望
さ
れ
る
か
た
は

「
入

札
(
見
積
)
事
加
願
」
を
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

今
回
申
請
す
る
と
来
年
4
月
l
日

か
ら
平
成
口
年
3
月
出
日
ま
で
、

2

年
間
有
効
と
な
り
ま
す
。

マ
受
付
幼
間
管
凹
・
建
設
工
事
・

建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
来
年
l
月

6
日
間
1
同
出
日
幽
(
今
回
か
ら
申

請
時
期
が
変
更
に
な
り
ま
し
た
の
で

ご
留
意
を
)
マ
提
出
先

管
財
課

契

約

揺

マ
そ
の
他

平
成
時
年
度

か
ら
上
田
市
が
委
託
す
る
役
務
・
業

務
委
託
(
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
業

務
除
く
)
を
受
託
す
る
際
に
、
物
品

目

「
入
札
(
見
積
)
書
加
願
」
が
必

要
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、

「
物
品
」

は
申
請
書
霜
(
市
町
指
定
用
紙
)
を
、

「
建
設
工
事

・
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ノ

ト
」
は
募
集
要
項
・
申
時
轡
類
〔
申

請
書
等
)
を
、
管
財
諜
(
市
役
所
南

庁
舎

3
階
)
で
希
望
者
に
そ
れ
ぞ
れ



の相談

() 

配
布
し
ま
す
。
上
田
市
ホ

I
ム
ベ
ー

ソ
に
も
掲
載
し
て
あ
り
ま
す
の
で
、

プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト
し
て
ご
利
用
く
だ

さ
い

便利で確実な口座振替のご利用を

納期限12月25日制
・回定資産製 3期

・国民健康保険税 6期

「
信
州
上
回

真
由
ロ
マ
ン
」
を

情
報
発
信

企
画
師
(
宮
田

E
5
'
2
2
)

「
真
田
氏
L

を
通
し
て
上
田
市
を

全
国
に
発
信
す
る
た
め
、
「
信
州
上

回
真
田
ロ
マ
ン
」
ホ
ム
ペ
ー
ジ

を
製
作
し
ま
し
た
。

耳
目
氏
は

1
5
8
3年
の
昌
幸
に

よ
る
上
回
域
白
聾
域
か
ら
、
信
幸

〔
之
)
が
松
代
に
事
封
さ
れ
る
ま
で

の
約
刊
年
の
問
、
信
州
上
回
目
城
主

と
し
て
こ
の
地
を
治
め
て
い
ま
し
た
。

生活環境課
(本庁舎 1階)

社会福位協議会
(D27・8田 0)

畳吋は

談

|伊丹ごと湘談

|農地問題栂酷

1行政

律相
(予約制)

相

相

子母

児

4
0
0年
の
近
世
の
歴
史
白
中
で
は

わ
ず
か
な
期
間
で
す
が
、
徳
川
の
大

軍
を

2
度
に
わ
た
り
退
け
る
な
ど
、

戦
面
白
世
に
名
を
馳
せ
た
真
田
昌
幸
、

信
幸
(
之
)
、
信
監
(
幸
村
)
親
子

の
活
砲
は
、
現
在
で
も

「真
回
目
城

下
町
」
の
誇
り
と
し
て
市
民
自
心
に

深
く
生
き
続
け
て
い
ま
す
。

ま
た
、
世
ら
の
活
躍
を
描
い
た

「其
田
太
平
記
」
「
真
田
十
勇
士
」
な

ど
は
、
戦
国
時
代
の
歴
史
ロ
マ
ン
と

し
て
多
く
白
人
々
に
読
み
継
が
れ
て

お
り
、
上
田
町
紹
介
や
、
観
光
資
源

と
し
て
は
か
け
が
え
の
な
い
財
産
と

な
っ
て
い
ま
す
。

今
回
製
作
し
た
ホ

I
ム
ベ
l
ジ
は
、

史
実
と
歴
史
的
資
料
等
を
ま
と
め
た

社会福祉協機会
(曾n・3082)

上回商工会議所
(包泣・何回)

結

毎週月~金曜日
9 :00........16:00 

保育 ・子育て相談
，.醤組閣〉

資
料
編
、
其
回
氏
に
ま
つ
わ
る
観
光

ス
ポ
ッ
ト
等
を
紹
介
す
る
観
光
編
、

真
田
氏
が
登
場
す
る
作
品
(
真
田
太

平
記

・
ア
ニ
メ

l
y
ヨ
ン
に
よ
る
真

田
群
勇
伝
)
を
紹
介
す
る
作
品
編
で

構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ア
ク
セ

ス
し
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

な
お
、
本
ホ

1
ム
ベ

1
ジ
は
、

上

田
市
を
は
じ
め
真
田
氏
に
ゆ
か
り
の

あ
る
全
国
時
の
市
町
村
が
書
加
す
る

「
真
田
サ
ミ

y
ト
」
の
共
通
ホ
ー
ム

ペ

ジ

、
「
真
田
電
子
博
物
館
」
か

ら
も
ア
ク
セ
ス
で
き
ま
す
。

-
よ
田
市
ホ

l
ム
ベ

l
ジ
ア
ド
レ
ス

匡
苦
¥
¥
者
重

Z
-
q
z且
mwE官
3
0
壱
¥

・
翼
団
電
子
博
物
館
ア
ド
レ
ス

Z
S
¥
¥有
者
一
毛

-E
E
S
m
耳
石
¥@lg
c
g
¥

B
Z
8
c
B
E
g
-

計
量
器
無
料
診
断
を

実
施
し
ま
し
た商

工
幌
(
富
田

5
3
9
5
)

市
で
は
、
日
月

l
日
の
計
量
記
念

日
に
ち
な
み
、
身
近
な
計
量
器
に
関

心
を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
、
血
圧

計
(
デ
ジ
タ
ル
を
除
く
)
、
体
温
計
、

ヘ
ル
ス
メ
ー
タ
ー
、
キ
ッ
チ
ン
ス
ケ
ー

ル
由
無
料
診
断
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

な
お
、
今
回
の
計
量
記
念
日
郁
撞

に
か
か
わ
ら
ず
、
市
民
の
皆
さ
ん
の

計
量
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ
を
受

け
付
け
て
い
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

毎週月火曜日
9 :00-16凹

保育・子育て相暗
(函緩栂鍛)

-
実
施
期
間

口
月
7
日
開

1
同
四
日
附

・
実
施
会
場

市
役
所
西
庁
舎
2
階
第

3
会
議
室

.
実
施
結
果
(
件
数
)

。
7
 

1
一
%

一5
i
叩一体一全

笠郡一校

合
一学一院一病一夜

お
お
む
ね
良
好
で
し
た
が
、

一
部

の
体
温
計
・
血
圧
計
に
不
具
合
が
あ

り
ま
し
た
。
内
容
と
し
て
は
、
使
用

さ
れ
る
水
銀
由
経
年
変
化
に
よ
る
、

水
銀
柱
の
液
割
れ
や
精
度
不
良
が
あ

り
ま
し
た
。
ま
た
、
加
庄
中
で
あ
っ

て
も
ホ
叡
柱
が
低
下
し
て
し
ま
う
ケ
ー

ス
が
あ
り
ま
し
た
。

な
お
、
畳
検
者
全
員
に
診
断
結
果

を
渡
し
、
不
具
合
な
器
物
に
つ
い
て

は
買
い
替
え
一
か
檀
理
を
お
願
い
し
ま

し
た
。

検査件数陣合格件劃不合格率

0.3% 

10.2% 

3 

11 

1，049 

108 

体温計

血圧計

28.6% 

20.0% 

0.0% 

1.5% 

。
17 

2 7 

5 

ヘルスメータ

キッチンスケル

その他

14.12.16 [ 13] 
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H E A L T H 

保健ガイド
| 健康 推進課畑山. . 

-風しん予防接種[後期J(個別接種)

空l①F成12年1明 1臼~平成13竿 3月31日生まれのお子さん

遍q"" 1 平成12年9月30日以前の生まれで来篠種のお子さん
，~ただし、 7綾6 か月末濁)

※上回市こ住民嘱があるかた、外国人登録をしているかたカ対象。
※①¢対象者に1;1:12月中旬ごろに遜知を送付します.

b実施期間 来年 1月 6日(月)-2月28日制(医療機

関により体診日が典なります) 炉実施場所 下表の

とおり b接種回数 l回 b接種料金 無料 b持

ち物 通知(①の対聾者白み)、母子健康手帳、体温

計、予診票(赤ちゃん手帳の中にありますので体温以

外は記入してお持ちください) 1>注意事項 ①予防

接種を畳ける前に蔀ちゃん手帳白予防接種由説明をよ

くお読みください @事前に医療機関に包括予約をし

てください ③体温は接種の直前に測ります。体温計

をお持ちください @生ワクチン(ポリオ、おたふく

かぜ等)接種桂は 4週間以上、不活化ワクチン(三種

混合等)接種桂は 1週間以上経過してから畳けてくだ

さい

・風しん・三種混合予紡接種委託医療機関 (50音順)

園三種混合予防接種[1期初回J(個別接種)

平成14年4月1日-9月30日生まれのお子さん

平成14年3月31日以前の生まれで未鍍覆のお子さん
(ただし、 7歳6か月来満)

※上悶市に住民壊があるかた、外国人登録をしているカた力対象。
※由の対象者1:，12月中旬ごろに通知を送付しますg

G U D E 

b実施期間 来年 l月 6日(月)-3月31日(月)(医療機

関により休診日が異なります) 1>実施場所 左下衰

のとおり b接種方法 3-4週間のl間隔で 3回接種

b接種料金 銅料 b持ち物 通知(①の対量者の

み)、母子健康手帳、体温計、予診票(赤ちゃん手帳

の中にありますので体温以外は記入 Lてお持ちく ださ

い) 1>注意事項 ①予防接種を受ける前に赤ちゃん

手帳白予防接種の説明をよくお読みく ださい 喧事前

に医療機関に電話予約をしてください ③体温は接種

由直前に測ります。体温計をお持ちください 嘩生ワ

クチン(ポリオ、おたふくかぜ等)接種後は 4週間以

上、 不活化ワクチン(日本脳夫、インフルエンザ等)

接種後は 1週間以上経過してから受けてください

.... ... .... .... .... ..... ...... ..... ...... .... ...ーーーーーーー...."， . 

1月の昆幼児健康惨壷・教室

1>畳付時間 ①乳幼児健鹿監査(4か月児 l揖 6

か月児 ・3曲児) 午桂 l時-1時45分③2躍児教

室 午後1時-1時15分[①、②とも午控零時3日分以

前の受け付けはできませんJ 1>持ち物 ①乳幼児檀

雌監査母子健康手帳、健康器査票(赤ちゃん手帳の

中にありますので記入してお持ちください。 3揖児は

視力・聴力検査を実施して、記入してください)、パス

タオル、おむつ、 歯プラン(J歳6か月児)0 3歳児は、

尿検査の容器をお送りしますので、お持ちください

② 2描児教室母子健康手帳、おたずね別紙、歯プラ

ン、コップ、おやつ代(実費)、おやつ周はし ・フォ

クなどとお皿 b問い合わせ 健康推進輯(世23・8244)

・保健セン9ー(市復所南町宮2階)

4か月

1歳 6か月

3 歳

2歳児融童 1 

・111酋社会福雄官ン1;ー[埴田川西地Eのかたのみ}

4か月 月21日 14.8.16-9 .15 
1歳6か月 月31日 13.5.16-7.15 

※塩田 ・川西地区の 2歳沼教室 3歳児健診は来年 2月
です。

.個別10か月児健鯵{市内申書庇医療機関)

|個別10か月 11月6日-31日 14.2 . 16~ 3 .15 

※10か月完健修は、市内の垂民医療晴聞で行うことにな
りました。なお、対象者には個別に通知します。詳し
くは 健康推進課まであ場ねください。

来年始は医療機関で休惨日が異なりますので ご確認〈
ださい。

14.12.16 [14J 
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信州上田
歴史ロマンウォーヲ開催

かたが重参加しました。

11月16日出、同17日冊、上団地域で、 r2002-真田幸

村のふるさと~信州上回歴史ロマンウォ ク」が開催

されました.

こ札は、歴史に名を刻んだ名将真田幸隆・昌幸・幸

村田三代ゆかりの地を歩き立がら、歴史に思いを馳せ、

健康的に上自の地を散策していただく目的で開催され

たもので、市内はもちろん、県内外から延べ約670名町

コースは、真田氏が次第に勢力を拡大し、大きく飛躍していった足跡を歩く「真田一族

築城コ ス(上回城・真田氏宿屋敷跡・山家神社・信網寺)Jや、徳川の大軍を二度にわたっ

て敗退させた吉戦の地を歩く「上回合戦コース(上回域・願行寺・常田・染屋台・神川|・

平曲川・信濃国分寺・北国街道・科野大宮社などを散策)J ，..ど、計7つのコースが用意さ

れ、言参加した皆さんは、真田一族の歴史と自然にふれながら、散策を楽しみました。

[15) 14.12.16 

• 
-ょ園市徹宵!I!員会。

聾轟



主田市

-
読
書
運
動

rJ81の毅盲躍進プランJ

ー実躍しましょうー

読
書
は
、
百
葉
を
学
び
、
感
性
を
府
き
、
表

現
力
や
考
え
る
カ
を
高
め
、
創
造
力
を
豊
か
な

も
自
に
し
、
人
生
を
よ
り
た
く
ま
し
く
生
き
る

力
を
つ
け
る
た
め
に
火
切
な
も
の
で
す
。
昨
年

の

「子
ど
も
白
読
書
活
動
推
進
に
閲
す
る
法
柑
」

施
行
を
契
機
に
、
家
庭

・
学
校

・
地
域
の
全
市

的
な
読
書
活
動
を
推
進
し
ま
し
ょ
う
。

-
具
体
的
運
動
例

朝
読
書
、
読
み
聞
か
せ
、

絵
本
の
紹
介
と
プ
レ
ゼ
ン
ト
、
図
書
館
の
充

実
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
、
児
童
図
書
の

読
書
会
活
動
の
推
進
、
音
読

・
朗
鶴
を
聞
き

あ
う

子どもも大人も、心豊かに過ごせるよ田市在創るため

には、大人は子どもたちの人橋を尊重し、子どもたちと

の話しやすい環境づくりに努め、子どもの声に耳を傾け、

その心を聴いたり、共感的に受容しながら自らの考えを

積極的に示すことが必要です。そして、成長を見守り、

理解し合う関係をつくり、子どもを支えるための努力を

することが大切です。いわば、大人自身が良い“生き方"

をし、子どもたちにとって“最も身近なお手本"になる

ことです。そこで、上田市「心の教育推進プラン」を提

唱します。具体的な内容は、わたしたち一人ひとりが考

え、できるところからいっしょに行動していきましょう。

(12月 1日に自治会を通じて市内全戸に下のリーフレッ

トをお配りしました。いつでも見えるところに貼ってお

きましょう)

Z
汗
を
縫
を
う
運
動

子
ど
も
が
汗
を
流
す
よ
う
な
体
験
活
動
を
鍵

励
し
、
子
ど
も
も
地
域
社
会
由

一
員
で
あ
る
と

い
う
円
党
を
促
す
機
会
と
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、

地
域
社
会
の
中
で
白
世
代
間
交
疏
の
機
会
と
し

ま
し
チ
ヲ
。

更
に
、
子
ど
も
の
体
験
交
流
な
ど
を
機
会
に
、

親
同
士
も
と
も
に
汗
を
流
し
、
交
流
を
深
め
、

子
育
て
の
喜
び
ゃ
離
し
さ
を
語
り
合
え
る
場
と

し
ま
し
ょ
う
。

-
具
体
的
運
動
例

一
日
一
お
手
伝
い
運
動
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、
自
然
体
験
活
動
、
地

峨
で
の
活
動
(
清
掃
や
お
祭
り
の
役
員
と
し

:............................................................................................................................ . • -. • . • . • . • . . • . • . . • . • . • . • . . • . • . • • . • . • . • . . • . • . • . • . . • . • . • . . • . • . • . . 

虹〈かけl孟lJ)
家庭、地域、学校の
連携で、子どもたち
を温かく育て、心豊
かな社会を築きま
しよう。

太陽
家庭の温かし、愛情
が一番大切です。親
子の鮮を強め、家庭
教育を大事にしまし
ょっ。

7，)( 
自己学び、個性の伸
長を図る学校教育

地域社書
地域は、さまざまな
体験の場。地域が
子どもたちを育て、
家庭を支えます。

1I，\i.\.~;雪遭劃
toil'1 Jo調E・
f<!i'. 'ftとうj

roa; -"J事陶

医周胆11. 
. 箆E
~.掴0"
種事@錫介桜

桜の花は、上田市の
市章のデザインで
す。
心豊かな上田市を
膏IJtJましょう

大人
良い.生き方"をし
ている大人が‘子ど
もたちを心豊かに
育てます。

t 

14.12.16 [ 16] 

上田市・上国市叡宵隻員会

上田市『心田教育縫進プランJリーフレット



て
の
活
動
)
、
家
庭
町
中
で
家
族
と
一
緒
に

仕
事
(
畑
仕
事
・
家
庭
菜
園
・
衣
類
の
盤
理

な
ど
)

3
あ
い
守
』
つ
運
動

あ
い
さ
つ
は
、
社
会
性
を
育
て
る
第

一
歩
で

す
。学

校

・
家
庭
・
地
域
が
手
を
携
え
、
子
ど
も

の
思
い
、
大
人
の
思
い
を
相
互
に
畳
け
止
め
、

ふ
れ
あ
い
、
共
感
す
る
こ
と
で
、
子
ど
も
た
ち

の
心
の
教
育
推
進
を
展
開
し
、
豊
か
な
人
間
性

-・I:~叶佐事E花F)l: [i)n~"if ，f"，;t世間臨み書官梧制約岨巴....同~~l奇E・・

テレビ、パイパイ/
清明小学校4年

佐藤雅さん

》

の
育
成
に
努
め
ま
し
ょ
う
。
芋
校

・
家
庭
・
地

域
で

「ま
ず
、
あ
い
さ
つ
か
ら
」
白
運
動
を
し

ま
し
ょ
・
ゥ
。

-
具
体
的
運
動
例
「
は
い
の
返
事
」
運
動
、

「
愛
の
一
声
」
運
動
、
「
あ
り
が
と
う
」
運
動

オ
ヲ
湿
動

テ
レ
ビ
・
ゲ
l
ム
横
・
携
帯
電
器
等
白
ス
イ
ッ

チ
を
切
っ
て
、
家
族
や
仲
間
と
の
金
額
を
増
や

し
ま
し
ょ
う
。

必
要
以
上
白
冷
暖
房
器
具
の
使
用
は
や
め
、

4
ス
イ
マ
千・

「
う
君
、
テ
レ
ビ
聞
な
い
九
だ
」
っ
て
言
う
と
み

九
な
「
一
え
つ
円
」
っ
て
お
と
ヨ
く
。
「
ど
う
し
て
貝

B
い
の
?
」
「
を
九
躍
の
夜

t
」
っ
て
吉
わ
れ
る
己

と
宅
島
吾
。
で
毛
、
一
年
と
ち
ょ
っ
と
前
方
ら
、
う

ち
は
テ
レ
巴
を
ψ
め
E
。
テ
レ
巴
す
キ
ラ
イ
定
つ
芭

わ
け
じ
初
、
な
く
て
、
富
臨
み
九
拡
テ
レ
巳
留
き
だ
っ

E
古
5
凸
リ
凸
リ
。
め
E
。

テ
レ
ビ
を
貝
て
い

E
Z
3

ゎ
E
し
は
N
H
K
輯

甫
の
タ
百
の
子
と
宅
醤
組
巴
は
ま
っ
て
い

E
.
盟
九

で
い
て
幸
、
高
畳
韻
九
で
い
て
や
七
五
時
世
ら
ず
ー
っ

と
テ
レ
巴
は
つ
け
て
い
巨
。
マ
マ
巴
チ
ャ
ン
ネ
凡
を

万
一え
ら
れ
る
と
、
す
っ
ご
く
ハ
一
ラ
一
万
E
つ
芭
し
、
泊

さ
れ
る
と
イ
ラ
イ
ラ
し
E
。
テ
レ
ヒ
の
い
い
と
こ
ろ

で
「
ご
臨
よ
。
安
度
を
手
伝
っ
て
ち
ょ
う
だ
い
。」

拡
九
て
い
わ
れ
る
と
、
「
え
っ
。」
っ
て
思
っ

E
.

聞
こ
え
て
る
け
と
、
圃
之
一
え
て
古
い
白
り
し
て
ぐ
ず

ぐ
ず
し
E
り
お
古
巨
づ
け
し
て
る
出
り
し
て
‘
テ

レ
巳
を
買
陪
け
E
り
し
て
‘
し
方
ら
れ
て
は
っ
ガ
り

だ
っ

E
み
E
い
草
罰
百
す
る
。

ス
イ
ッ
チ
を
切
っ
て
、
自
然
を
体
感
し
ま
し
ょ

一勺
J

。
-
具
体
的
運
厨
例
テ
レ
ビ
・
ゲ
ー
ム
機
・

携

帯
電
話
の
ス
イ
ッ
チ
を
切
り
、
冷
暖
房
機
の

ス
イ
ッ
チ
を
切
る

5
予
と
S
M
G
人
権
奄
守
る
運
動

子
ど
も
の
宵
成
に
は
、
大
人
の
自
覚
と
費
世

あ
る
行
動
が
大
切
と
な
り
ま
す
。

子
ど
も
が
人
幡
町
調
和
の
と
れ
た
大
人
に
成

長
す
る
に
は
、
大
人
が
子
ど
も
の
人
権
を
尊
重

パ
パ
毛
起
き
E
5ト
イ
レ
巴
行
く
よ
り
完
巴
テ
レ

巳
を
つ
け
て
寝
る
ま
で
テ
レ
ヒ
を
貝
て
い

E
。
酷

。
マ
マ
ガ
伺
万
吉
っ
て
宅
、
テ
レ
巳
を
貝
E
ま
九
ま

「
ラ
九
。
一つ九
。」
と
め
九
と
く
さ
を
う
巴
返
事
す
る
・

マ
マ
毛
ド
ラ
マ
巴
は
ま
っ
て
い
E
.
と
ち
ゅ
う
で
匿

し
古
け

E
り
す
る
と
「
9
‘
い
い
と
こ
な
の
よ
.

あ
と
あ
と
。
コ
マ
l
シ
ャ
凡
の
と
き
巴
し
て
よ
っ

て
用
芭
い
.
を
九
な
時
、
パ
パ
毛
マ
マ
幸
、
わ
巨
し

よ
り
テ
レ
巳
の
憧
-
つ
ガ
師
き
市
寄
っ
て
屈
っ

E
.

テ
レ
巴
を
凶
V
め
E
5、
臨
す
こ
と
ガ
ず
っ
と
多
く

な
っ

E
.
テ
レ
巴
の
頗
じ
ゅ
拡
く
っ
て
‘
軍
醸
の
醐

を
買
る
よ
う
巴
註
つ

E
.
パ
パ
宅
マ
マ
壱
わ

E
し
の

之
と
を
よ
く
周
て
、
学
般
の
箆
毛
よ
く
圃
い
て
く
れ

吾
。
晶
子
眼
で
イ
ゃ
な
こ
と
百
高
っ
て
帽
っ
て
き
て
、

わ
E
し
古
定
ま
っ
て
い
て
奄
「
今
、
へ

Z
Aで
る
ね
。

今
日
首
九
万
高
つ

E
で
し
ょ
っ
」
っ
て
言
い
当
て

告
。
っ

E
り
す
る
。
時
間
宅
予
定
宅
闘
は
テ
レ
巴

巴
支
配
さ
れ
て
E
み
巨
い
定
つ
巨
け
と
、
今
は
ち
f

ぅ
.
し
ば
ら
れ
て
い

E
な
わ
ず
慢
と
け
E
み
巨
い
巴

し
、
平
和
・
尊
厳
・
寛
容
・
自
由
・
平
等
・
連

帯
白
守
ら
れ
る
社
会
の
構
築
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

上田市「心の教育推進

プランJについてのご

.生涯学習課膏少年係

(C23・51似/国23・3745

意見・お問い合わせl孟、

E.mail..'shogaigakushu 

申citv.ueda.nagano目jp)

5
く
区
立
つ

E
。
「
で
古
け
よ
う
方
。
」
「
己
れ
ガ
慎

わ
っ
て
古
ら
巴
し
て
J

っ
て
吉
田
わ
官
く
な
っ
巨
万

ら
‘
遊
び
巴
行
く
話
老
さ
つ
芭
と
ま
と
ま
る
。
軍
族

で
で
か
け
る
之
と
毛
、
ふ
-
一
え
E
み
匠
い
定
。
軍
で
置

所
こ
と
老
由
主
E
.
オ
ロ
ロ
凶

v
qイ
ヤ
モ
シ
ド
ザ
1

凸
で
寄
り
主
百
つ

E
り
、
軍
臨
み
九
誌
で
一
間
の
紹

訟
を
読
九
だ
り
壱
す
る
。
テ
レ
巴
を
8
Eづ
け
て
世

ら
、
い
い
之
と
い
っ
ぱ
い
巴
な
っ

E
.

ち
ょ
び
っ
と
は
睡
い
こ
と
壱
島
る
・
後
芭
曹
の
テ

レ
巴
由
甑
巴
つ
い
て
い
け
な
〈
立
つ

E
Zと
。
E
ま

巴
‘
「
E
九
茸
の
す
ご
い
褒
芭
よ
・」
苗
九
て
-
一
回
わ
れ

ち
空
つ
己
と
.
を
れ
将
官
口
、
パ
パ
と
マ
マ
ず
わ
E
し

の
こ
と
を
よ
く
買
て
い
る
方
ら
‘
お
高
わ
九
の
持
ち

巧
と
0
.
宇
ガ
き
巨
な
い
之
と
と
君
、
注
題
さ
れ
る

Z
と
.
「
前
は
ば
れ
て
起
立
つ
巨
の
は
立
高
。
ち
え
っ
。」

と
思
-
つ
己
と
宅
高
畠
。

で
考
テ
レ
ヒ
巴
き
ょ
躍
ら
し
て
古
5
の
生
活
甘
わ

E
し
は
‘
け
っ
こ
う
冒
巴
入
っ
て
い
る
九
ぜ
よ
・

へどうぞ

14.12.16 [ 17) 



「又ポーマ&レヴ~~ーション
|みんな集まれ/市民の森スケート場祭圃

楽しいゲームが盛りだくさん。とん汁や綿あめのサー

ビスもあります。おおぜいのかたのご来場をお待ちして

います (先着順でE念品を用意しています}。

bとき 朱勾 1月11日出 bところ 市民の森スケー

ト場1>入場料無料(貰靴軒別) 1>問い合わせ 市

民の森スケート場 (n27・9396)

EヨtfEE4R豆ヨ躍gifi定蓮奇蹟司国民喜屋司・・

bコース ①来年 1月 68-3月17日の月曜日 ②来

年 1月10日-3月14日の金曜日(も、ずれも全¥0回コース)

午前日時-11時50分1>封輩出歳以上のかた 1>定員

各曜日40名 1>重傷加料 1.7凹円 (レッスノ軒1曲O問、
保障軒7曲円)なお別進入歯科 (回続以上回0円)がかか

りますい申し込み 来館またははがきに、郵恒番号 ・

住所 ・氏名・年齢 ・電話番号 ・希盟コースを記入し、 12

月27日幽までに(はがきの場合必晴)アクアプラザ上田

高齢者水中運動係 ("'386-0042上田市上出尻623番地)

へ 1>その他オレノヅハス (60歳以上無料)が週行し

ていますのでご利用ください (行き 上田駅お減日揮10

15 帰り アクアプラザ尭14: 30)なお、畳け付け終了

後の取り梢しがあっても多111料の返金はできません b 
問い合わせ アクアプラザ上回 {宮26・2626)

!シニア・レディースゴルフ教室受講者募集 11

1>とき 来年2月19日-4月23日の水曙日(全10回コー

ス〉午前10時~正午 1>ところ 太郎ゴルフ練習場 b 

対象 rli内在住・在動の60歳以上の男性および一般女性

b定員 25名 1>書加料 5.0叩円 1>申し込み 来

年 1月23日刷-2月6日闘に多加料を酷えて体育線へ

古戦場公関テニスコート利用について 11 

来年 1月4日出-3月31日UJIは、外のテニスコートの

予約はできません。利用希望の場合は、当日テニスコ

トヘ剰'iI!lできるか確認してください (室内多目的週動場

は通常どおり予約できます)。 詳しくはテニスコート

(冒22・ぉ82)または古職場公倒管理事窃所 (宮22-0695)
へお問い合わせ〈ださL、。

第3固

心身ともに健やかでた〈ましい人づくりのもとは、家族相互
の量情と思いやりの心に測ちた、明るい家庭にあると曹われて
います。 一.11..... • I 

§えだ裳回

開催む
世田中が忙しく世智辛くなっております

が、笑う門には慌がきたると昔からいわれ

ています。新しい年は、希望に満ちた幸せ

で思い出深くしたいものです。
同省し

そんな願いを込め、地元出身の噺家によ

る実月寄席を削惜します。

ご家族、友人をお誘い白うえお出かけく

ださい。お待ちしています。

bとき 来年 1月19日回

午後 2時30分-4時30分

bところ 上田市文化会館

b出演予定者

三遊亭きん歌さん(落語、上田市出身)

入船亭扇好さん(渚語、佐久市出身)

翁家勝丸さん(曲芸、上田市出身)

江戸芸かっ|まれ(梅后流信州上国道場)

bチケット料金

一般1，500円、小 ・中学生1，000円

bチケット販売

市内6公民館、上回創造館ほか

1>問い合わせ 中央公民館{宮22・0760)

上田市でもこのよう屯車催づくりを推進するため、毎月第3
日曜日を 「家庭の日」と定め、その普及 ・定曹に野めてL、ます。

今年もこの一理として 「明るい家庭 ・家庭の日」に係わる作
文を募集したところ、市内小中学生から573点の作品が寄せら
れました.慎重に審査した結集、政の剖名が入選しましfニ。

置秀作品のうち、小学生低学年、高学年、中学生から各 l
作品は 「量1合うえだ」に縄載する予定です。

一一一一一・"マ4 ・・一一
一一
(1)・

---.--. 11 

(1)・

且マ a・・
..-・ヒ a・・

一一
一
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審
損
事
項

一
史
跡
上
回
城
跡
保
存
整
備
計

画
策
定
委
員
会
設
置
要
綱
に
つ
い

て

「史
跡
上
田
城
跡
白
保
存
及
び

活
用
に
関
す
る
整
備
計
画
」
策
定

に
伴
う
計
画
策
定
委
員
会
設
置
要

綱
に
つ
い
て
審
議
し
、
最
認
し
ま

し
た
。

城
下
小
P
T
A
サ
ー
ク
ル
が

「
群
読
発
表
」

教
育
委
員
会
の

動

き

-n月
定
例
会

日
月
6
日
嗣
開
備
し
た

U
月
定

例
会
の
主
な
内
事
は
、
次
の
と
お

り
で
す
。

ピコ

11月11日側、城下小学校で、城下小PTAサークル 「魔法のランプ」による群

読発表 「やまんば白木」が行われました。

本の読み聞かせや群院によって、親子のコミュニケーンョン田場をもつことが

できます。「魔法のランプ」は、本を題材にして、群読を熱心にJfl(り組んでいる

お母さんがた四サークルです。

ステージの上での熱演を、 子どもたちは皆企い入るように観ていました。

『上田市誌』

編さんだより⑮

歴史編 (10)

「近世の府島文化j

『
上
回
市
誌
』
歴
史
編

(叩
)
の

『近
世
の
庶
民
文
化
』
で
は
、
上
団

地
方
自
高
い
レ
ベ
ル
に
あ
っ
た
庶
民

文
化
由
様
相
が
明
ら
か
に
さ
れ
ま
す
。

江
戸
時
代
に
は
、
か
つ
て
公
家
や

武
士
階
級
の
た
し
な
み
で
あ
っ
た
さ

ま
ざ
ま
な
芋
芸
や
諸
芸
能
が
庶
民
自

身
の
も
の
と
な
り
、
庶
民
生
活
を
高

め
豊
か
に
し
て
い
き
ま
し
た
。

「文
字
に
よ
る
支
配
と
民
東
」
で

は
、
文
字
が
文
化
白
発
達
に
果
た
し

た
役
割
を
描
き
ま
す
。
特
に
、
江
戸

時
代
に
入
っ
て
文
書
中
心
の
社
会
に

な
り
、
契
約
に
よ
る
権
利
保
障
の
拡

大
が
文
字
を
学
習
す
る
必
要
を
増
大

さ
せ
、
£
寸
千
屋
を
発
達
さ
せ
ま
し
た
。

江
戸
時
代
中
ご
ろ
以
降
の
伊
勢
講
・

戸
隠
講
の
広
が
り
は
、
信
抑
と
娯
楽

と
し
て
白
旅
が
結
び
つ
い
た
も
の
で

す
。
塩
田
に
は
四
国
八
十
八
か
所
巡

礼
霊
場
が
つ
く
ら
れ
ま
し
た
。

上
方
文
化
が
流
入
し
て
く
る
と
、

俳
諸
に
関
心
を
も
っ
者
も
現
れ
ま
し

か

や

し

も

んお

た
。
上
回
藩
士
加
舎
白
雄
と
そ
白
門

人
白
広
が
り
は
大
き
く
、
岡
崎
如
毛
、

o 

市曽編吉ん室{冒濁・97.削}

小
島
査
二
、
成
沢
雲
帯
な
ど
の
門
人

が
出
ま
し
た
。
塩
尻
由
沓
掛
氏
は

『巌
端
集
』
と
い
う
句
集
を
残
し
、

神
社
に
奉
納
さ
れ
る
俳
額
は
、
俳
譜

の
普
及
を
物
語
っ
て
い
ま
す
。

上
回
藩
の
儒
宇
田
基
礎
を
築
い
た

の
は
京
都
の
伊
藤
車
涯
門
人
で
上
回

藩
に
仕
え
た
安
原
貞
平
で
し
た
。
以

後
、
安
原
稿
湖
、
核
希
言
、
加
藤
維

藩
、
山
田
維
則
ら
の
儒
学
者
が
藩
学

を
リ
ー
ド
し
ま
し
た
。

古
典
研
究
を
中
心
と
す
る
国
学
も

塩
田
の
宮
沢
高
建
の
ほ
か
、
幕
末
に

な
る
と
権
問
直
助
が
上
田
に
亡
命
・

滞
在
し
、
国
子
玄
祐
翁
記
念
碑
や
成

沢
寛
経
墓
碑
銘
な
と
を
残
し
ま
し
た
。

神
仏
に
頼
っ
て
い
た
医
療
も
江
戸

時
代
の
中
ご
ろ
か
ら
、
医
師
に
よ
る

医
療
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
桂
に
上
田
市
長
に
な
っ
た
勝
俣

英
吉
郎
家
白
先
祖
は
、
明
和

2
年

(
1
7
6
5
)
に
臼
田
村
(
現
臼
田

町
)
か
ら
上
田
町
に
移
り
住
ん
だ
こ

と
が
分
か
っ
て
き
ま
し
た
。

松
平
家
な
ど
の
武
家
茶
が
流
行
し
、

-a内.，.

庶
民
も
茶
(
畑
山
茶
)
を
た
し
な
む
よ

う
に
な
り
、
静
岡
な
ど
か
ら
気
多
茶

な
ど
の
お
茶
が
入
っ
て
く
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
上
回
梅
野
町
に
は
小

林
常
磐
軒
と
い
う
お
茶
屋
が
あ
り
ま

し
た
。

吋
章
。

芝
居
や
相
換
、
蹴
鞠
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
娯
楽
も
流
行
し
、
祢
津
に
移
り

住
ん
だ
郷
土
史
家
瀬
下
敬
忠
や
下
塩

尻
村
田
沓
掛
権
右
南
門
は
蹴
鞠
を
楽

し
み
ま
し
た
。-aztu 

密
造
で
も
活
文
禅
師
な
ど
の
容
量

価

m'eー‘

が
あ
ら
わ
れ
、
ま
た
亀
田
鵬
斎
な
ど

白
書
家
も
来
訪
し
ま
し
た
。
寺
子
屋

を
過
し
て
お
家
主
配
が
広
が
り
ま
し
た
。

和
算
の
発
達
は
、
年
貢
や
村
の
経

費
の
計
算
だ
け
で
な
く
公
貨
を
公
開

す
べ
き
だ
と
い
う
考
え
も
生
み
、
村

方
騒
動
の

一
因
と
な
り
ま
し
た
。
ま

た
竹
内
普
吾
と
い
う
全
国
的
に
み
て

レ
ベ
ル
申
商
い
和
算
家
を
生
み
ま
し

た
。凶

世
紀
に
な
る
と
、
蘭
学
と
い
う

西
洋
の
学
問
を
学
ぶ
も
の
も
あ
ら
わ

れ
ま
し
た
。
幕
末
の
上
回
藩
士
罪
松

小
三
郎
は
、
長
崎
で
学
び
、
藩
政
改

革
や
公
儀
政
体
樹
立
な
ど
の
宜
見
害

を
拠
出
し
ま
し
た
。

上
塩
尻
村
白
庄
屋
原
昌
言
が
出
版

し
た
普
光
寺
大
地
震
記
録
図
の
「
信

z
-
z
b
 

揖
国
大
地
震
之
図
」
が
全
国
に
流
布

し
ま
し
た
。
盤
蚕
害
で
は
、
上
塩
尻

村
白
塚
田
与
右
荷
門

『新
撰
聾
蚕
槌

筈
』
、
塩
回
目
中
村
弥
七
郎
の

『
盤

蚕
重
宝
記
』
な
ど
が
著
さ
れ
ま
し
た
。

t
i
 

狩
野
永
翁
、
永
琳
の
三
人
の
狩
野
派

.，a
ラ
M
F

絵
師
や
、
蝶
蛾
白
画
家
ム
ロ
葉
文
山
な

ど
の
ほ
か
、
さ
ま
ざ
ま
な
文
化
人
目

活
動
が
明
ら
か
に
さ
れ
ま
す
。
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文芸今月の投稿数
短."・151首、俳句 200旬
川柳・ 109旬、 計 .460作品

投稿先 "'386.0025よ田市天神ト4.74 
よ田市教育霊園会「教育うえだ」樺

役捕方法 じまがきに短敵 ・俳句・川酬の別を

明記し、氏名・自治会名 ・電話番号をご記入i

のうえ胃月18日必着で投かんしてください。

熊i，. pl 

坂

極
司究

年
成
選

下
紺
屋
町
小
柳
泊
雄

さ
り
げ
な
く
刊
に
速
な
り
買
い
卓
む
宝

く
じ
な
る
阜
の
問
の
夢

鈴

子

問

中

国

陣

畳

執
映
え
の
注
問
の
ご
と
き
人
生
を
叫
に

織
さ
六
十
路
へ
入
り
ぬ

輔

が

丘

市

林

郁

司

十
三
主
流
る
る
曹
の
合
同
よ
h
，
明

aを

占
う
流
れ
星
n
L
る

口
門
阿
山

岩

門

官

品

房

千

戸
も
な
く
喰
あ
わ
せ
て
語
る
ご
と
痛
み

で
か
向
き
手
を
に
ぎ
り
し
む

下
房
山
秋
山
千
依
子

旅
を
終
へ

L
の
ち
の

u

と
向
き
合
へ
る

巡
礼
者
の
ご
と
抱
の
白
鳥

小

泉

田

中

徳

佳

卓
し
さ
は
明
け
方
の
夢
亡
き
母
よ
枯
れ

来
る
も
何
も
括
さ
ず

材

木

町

大

昔

文

子

夢
に
だ
に
忘
れ
得
ざ

O
L
a校
正
族
の

再
会
の
畠
動
わ
が
も
の
と
し
て

;
s
s

手

四

啄

相

官

も

と

子

羊
木
本
M
V
4
4
ζ

も
ご
も
の
事
か
も
す

通
会
め
ぐ
う
来
る
独

q
屠
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